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一般社団法人日本地質学会第６回総会開催について

第6回総会を下記の次第により開催いたします．なお，議案については，4月5日の理事会において確定いたしますので，と

りあえず予定としてお知らせいたします．確定版は本誌4月号に掲載いたします．また，代議員にはダイレクトメールでご案

内いたします．

（一般社団法人日本地質学会　執行理事会）

2014年５月24（土） 15：30～17：00
会場　北とぴあ　第２研修室
（東京都北区王子 1 -11- 1 ）

総会議事次第

１．開会

２．議長選出

３．議案（予定）

第１号議案　定款変更について

第２号議案　2013年度事業報告・決算報告

第３号議案　代議員および理事選挙結果報告

第４号議案　2014年度事業計画

第５号議案　2014年度予算案

第６号議案　日本地質学会125周年事業の実施について

４．閉会

同日同会場にて下記の催しが予定されています．

第5回惑星地球フォトコンテスト表彰式・展示会
時間：11：00～12：00

日本地質学会シンポジウム「日本の地質学：最近の発見と応用」（本誌p.９参照）
時間：13：00～15：00

※これらの情報は，学会ホームページ，メールマガジン等で随時お知らせ致します．

１．定款20条により，本総会は役員ならびに代議員による総会となります． 代議員には，総会開催通知とともに総

会に必要な資料等を別途お送りいたします．ご都合で欠席される方は，定款28条第１項にもとづき，議決権行使

書および議決権の代理行使（委任状）などにより，総会に出席したものとして議決権を行使することができます．

２．正会員は，総会に陪席することができます．ただし，総会規則12条3項により，許可のない発言はできません．

申込・問い合わせ：一般社団法人  日本地質学会
　電話　03-5823-1150　FAX03-5823-1156   e-mail: main@geosociety.jp

広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内
　日本地質学会では広報誌「ジオルジュ」を発行しています
（年2回発行．定価250円）．　
　博物館・学校・研究機関などで，イベントでの配布物，友
の会へのプレミアグッズ,ストアなどでの販売物として，ジオ
ルジュを利用してみませんか．部数に応じて割引価格を設
定しておりますので，是非ご検討下さい．

【割引価格例】
　100部：20,000円（定価2割引）
　300部：52,500円（定価3割引） 
これ以外についてもご希望に応じてご相談承ります．

　毎号各地のジオパークの特集記事の掲載も企画してい
ます．ジオパークの広報の一環としてもご活用ください．

最新号（2014前期号）5月発行予定
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募集期日：2014年４月16日（水）

公募課題名（地質分野）：

１）国土及び周辺域の地質基盤情報の整備と

利用拡大

・海域の地質調査及び地質情報整備

・衛星情報の利活用に関する研究

・長期地質変動の予測・評価手法の開発

・先新第三系堆積岩地域の地質調査及び地質

図作成

・火成岩地域の地質調査及び地質図の作成

・深層地下水流動モデリングの研究

・火山噴火推移予測の高精度化

２）地質災害の将来予測と評価技術の開発

・活断層評価の高度化

・地震災害予測精度向上のための活断層構造

解明

・南海トラフ巨大地震の予測精度向上に関す

る研究

３）地圏の環境と資源に係る評価技術の開発

・沿岸域地下水環境に関する調査研究

・物理現象を利用した地下可視化に関する研

究開発

・地熱資源の適正開発技術の研究開発

・地中熱資源のポテンシャル評価に関する研

究開発

詳細は，

http://www.aist.go.jp/aist_j/humanres/02k

enkyu/task/5_geological.html

１．公募人員：助教１名

２．公募分野：現在の地球表層環境の動態を

観察・観測的手法を用いて研究する分野

３．応募資格：博士の学位を有すること

（「本年度中の取得見込み」を含む）大学院お

よび学部教育における演習等を担当できる能

力を有すること

４．着任時期：決定後，できるだけ早い時期

東京大学大学院理学系研究科
地球惑星科学専攻教員公募

産業技術総合研究所：
博士型任期付研究員または
中堅型研究員募集

教官公募等の求人ニュース原

稿につきましては，採用結果

をお知らせいただけますよう

お願い致します．

公募
５．応募方法：自薦または他薦（他薦の場合

は，ご本人が了解されていること）

６．提出書類：

a）略歴書（学歴および職歴） b）これまで

の研究業績の概要（1500字程度） c）研究業

績目録（査読論文とそれ以外の総説，著書な

どに分類）d）主要な原著論文３編以内の別

刷 （コピーでも可）e）今後の研究計画およ

び抱負（1500字程度） f）大学院および学部

における教育への抱負（1500字程度） g）自

薦の場合は，応募者に関する所見を伺える方

２名の氏名および連絡先（住所，電話番号，

電子メールアドレス） h）他薦の場合は，推

薦書 および 上記a）からd）までの概要がわ

かる書類

７．応募締切：平成26年４月21日（月）（消

印有効）

８．書類送付先：

〒113-0033 東京都文京区本郷７-３-１

東京大学 大学院理学系研究科 地球惑星科

学専攻 事務室

電話：03-5841-1978 

９．問い合わせ先：

東京大学 大学院理学系研究科 地球惑星科

学専攻 多田隆治

電話：03-5841-4523 

電子メール：ryuji@eps.s.u-tokyo.ac.jp

各賞・
研究助成

日本地質学会に寄せられ

た候補者の募集・推薦依

頼をご案内いたします．

１．助成対象となる調査・研究について

・地理学および関連する分野の学術的調査・

研究

・地図・地名に関する学術的調査・研究

上記に関連した東日本大震災からの復興に

関連する調査・研究．または自然環境の維

持・保全・向上を通じての農林水産業への寄

与に関する調査・研究

２．助成の対象となる方について

大学院博士課程を修了し，もしくは同等以

上の能力と研究経験を有し，大学その他の教

育機関や研究機関・博物館・図書館等に在職

（または在学）して調査・研究に従事してい

る，個人または研究グループ．なお，これら

の機関で常勤の職に就いている者に限って，

国土地理協会
平成26年度学術研究助成

助成を申請する代表者となることができま

す．（大学院在学の場合は，指導教官等）

３．助成金額について

いずれの分野も，１件につき100万円を限

度とする申請額．審査の結果，申請額から減

額して助成する場合があります．必ずしも調

査・研究とは直接的に関係しない，日常的に

使用する機器類等の費用や研究者として自己

負担するのが適当と思われる費用（パソコン

および一般的な周辺機器・PCソフトウェア，

学会参加のための旅費や会費etc.）は，助成

の対象としません．

４．審査基準について

調査・研究の計画および方法が，目的を達

成するために適切であり，かつ充分な成果を

期待しうるものであること．

次のいずれかに該当する場合は助成しませ

ん．

・営利を目的として行う調査・研究．

・すでに完了している調査・研究．

・機械器具・備品・消耗品の購入，高額な

PCソフトの購入，研究集会の開催，出張

等の旅費等，特定の予算費目に限定した申

請や，極端に偏った予算配分に基づく申請．

５．日程

申請の受付　　平成26年４月１日～４月18日

必着

６．その他

本会は，申請書類の審査を行うほか，必要

に応じてヒヤリング等の調査や参考となる資

料の提出を求めることがあります．

助成研究が完了したときは，研究報告書・

会計報告書およびA４用紙を縦に使い（40

字×40行程度で作成）15枚～30枚以内（図・

表はこの枚数に含まない）にまとめた研究成

果報告書を提出していただきます．

お問合せ先

（公財）国土地理協会助成事業担当（担

当：渡辺）

〒105-0003 東京都港区西新橋３丁目５-２

西新橋第一法規ビル６F

お問い合わせ：josei@kokudo.or.jp

実施要項，申請書類など<http://kokudo.or.

jp/grant/index.html>はHPをご覧下さい．

１．三宅賞

対象：地球化学に顕著な業績を挙げた研究者

表彰内容：賞状，副賞として賞牌および

賞金30万円，毎年１名

2014年度地球化学研究協会
学術賞「三宅賞」および
「進歩賞」候補者の募集
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２．進歩賞

対象：1974年４月２日以降に生まれた方で，

地球化学の進歩に優れた業績を挙げ，将

来の発展が期待される研究者　表彰内

容：賞状および賞金10万円，毎年１～２

名

３．応募方法：地球化学研究協会のホームペー

ジからダウンロードした申請書に，略歴・推薦

理由・研究業績などを記入し，主な論文10編程

度（三宅賞），２編程度（進歩賞）を添えて，

下記のあて先へ送付して下さい．応募書類等は

三宅賞及び進歩賞選考のためにのみ用いられま

す．

４．締切日：2014年８月31日（必着）

応募書類送付先：〒100-8212 東京都千代田

区丸の内１-４-５

三菱UFJ信託銀行リテール受託業務部公益

信託グループ

（公益信託）地球化学研究基金　伊藤幸雄

会長談話「緊急事態における
日本学術会議の活動に関する
指針の策定について」の公表

学術会議からのお知ら

せや関連のニュースな

どをお伝えします．

日本学術会議
からの
お知らせ

お問い合せ：電子メールで下記アドレスへお

願いします．

E-mail：eitaro1939@yahoo.co.jpまたは：t-

sagi@m3.gyao.ne.jp

詳しくは，http://www-cc.gakushuin.ac.

jp/̃e881147/Geochem/index.html

２月28日（金）の幹事会において，緊急事

態における日本学術会議の活動に関する新た

な指針を策定しました．

３月６日（木），この指針の趣旨，内容な

どを対外的に発信する会長談話「緊急事態に

おける日本学術会議の活動に関する指針の策

定について」を公表しましたので，お知らせ

します．

全文は以下よりPDFファイルがダウン

ロードしていただけます．

・日本学術会議会長談話本文

http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/

kohyo-22-d5.pdf

・緊急事態における日本学術会議の活動に関

する指針

http://www.scj.go.jp/ja/scj/kisoku/117.p

df

電子書籍「地学を楽しく！：ジオパーク・ジオツアー・地学オリンピック」が出版されました．

「地学を楽しく！：ジオパーク・ジオツアー・地学オリンピック」［Kindle版］
吉田　勝，天野一男，中井　均　編集
一般社団法人日本地質学会　発行　紙の本の長さ（目安）：約288ページ，価格:￥1,380，ISBN 978-4-907604-00-4

ご購入は，Amazon Kindleストアから<http://www.amazon.co.jp >
電子書籍は，Amazonが販売する電子ブックリーダー端末（Kindle）か，スマートフォン，
タブレットなどで読むことができます．

【目次】 はじめに/第１章　ジオツアーとガイドブック（城ヶ島たんけんマップ/日曜地学ハ
イキング/ヒマラヤのジオツアーとガイドブック/ヒマラヤジオエクス－ションで思ったこと）
/第２章 ジオパーク（室戸ジオパークと防災学習/山陰海岸ジオパークにおけるジオツアーと

博物館の役割/ジオパークにおけるツイッターの活用を考える/田淵ジオサイト（中・下部更新統境界の国際模式地
候補地）とジオパーク/ネパールヒマラヤのジオパーク計画）/第３章 地学オリンピック（日本地学オリンピック大
会に参加して－高校教員の記録－/国際地学オリンピック試験問題の特徴について/地学教育の国際動向をみる）

定価400円（会員頒価300円）



石渡　明
（日本地質学会会長，東北大学東北アジア研究センター）

1893年の創立から今年で121年になるが（ただし
1934年までは「東京地質学会」），本学会は60，75，100周年
に記念誌を刊行してきた．この他，1985年に地質学論集25
号「日本の地質学―1970年代から1980年代へ」，1998年に同
49号「21世紀を担う地質学」と50号「21世紀の構造地質学
にむけて」の総説集を刊行した．ここでは，これらを読ん
で簡単な感想を述べ，125周年に向けての一歩としたい．敬
称を略すことをお許し願いたい．

1918年の25周年は記念大会を行ったが（山崎直方会
長），記念誌は展覧会の目録以外見当たらない．しかし，
1905年の地質学雑誌12巻393-405頁に初代会長神保

じんぼ

小虎の
「本邦に於ける地質学の歴史」がある．「西国の開化我国に
移らんとして以来経年の短きに比して進歩の甚

はなはだ

著し」とい
う書き出しで約30年間の日本地
質学をまとめ，「要するに我国
の（地質）探検は，初めは幕府
及び開拓使のアメリカ人に因

よ

り
て基
もとい

を開かれ，後ドイツ流にて
中央政府の地質調査所起こり，
之に倣

なら

って北海道庁の地質略察
始まり，一方にはドイツ風を輸
入せる東京大学の地質学科あり
て（中略）今日の状態に達した」
と結び，初期の白野夏雲の功に
言及している．神保はライマン
の地質調査を強烈に批判した
が，ここでは彼の業績も淡々と記している．詳細は佐藤伝
蔵の追悼文（1923，地質雑 30，図版15），佐藤博之（1983，
地質ニュース346号），松田義章（2010，地質学史懇話会会
報34，35号），浜崎健児（2011，同36号）を参照されたい．
神保は徳川旗本の家の出で，本学会は幕府側出身の会長で
出発したことになる．1905年の会員数は161人だったが，会
誌は創刊以来毎月発行されていた．

1943年の50周年は太平洋戦争の最中で，東大での総会
に加え北大で臨時総会と記念学術大会が開催されたが，記
念誌の発行はなかった．そこで，戦争が終結して８年後の
1953年に60周年記念の「日本地質学会史」（185頁）を発行
した．ソフトカバーで紙質も印刷も悪いが，内容は非常に
読み応えがある．編集委員長は鹿間時夫，編集委員は生越

おごせ

忠，小林英夫，牛来
ごらい

正夫，坂田嘉雄，須藤俊男，高井冬二，
西山芳枝，宮沢俊弥，向山　広，森本良平，渡部景隆であ
る．内容は，日本地質学会60年略史（早坂一郎），日本地質
学史年表（編集委員会），部会史（古生物，鉱山，鉱物），
歴代会長名及び評議員名，研究奨励金受賞者，明治時代の
日本における地質学（矢部長克），おもいで（主に明治時代
７編），追悼の辞（鹿間），物故者一覧（写真つき，82名），
追悼文（五十音順，86名），各大学研究室の歴史（19教室），
新制大学地学関係教室一覧，地質調査所・博物館・研究所
等の歴史，関係学会及び関係団体の歴史，外地の調査研究
機関の歴史，関係会社の地質調査研究史，地質学者以外の

功労者（須藤），地質学，鉱物学会における開拓者，特（篤）
志家，標本家，標本商列伝（櫻井欽一），日本産新鉱物表
（附台湾・朝鮮産）（櫻井）となっている．特に矢部と櫻井
の文章は一読の価値があり，鹿間の追悼の辞も切々と胸に
迫るものがある．各人の追悼文を読むと，大部分の人は病
死または戦病死であるが，阿波丸に乗船していて台湾沖で
「米国潜水艦の魚雷攻撃を受け同船沈没と共に戦死」，「30歳
を一期に船と共に爆沈」といった記述が数件あり，「（西南
太平洋にて）米軍艦船40隻の来襲を受け戦死」，「仏印寧平
南方15粁チョガンにて戦死」という人もいる．一方で「地
質調査所に入所間もなく任官辞令を入質して酒を呑んだと
いうことは地質開闢

かいびゃく

以来始めてだと先輩をして唖然とさせ
た」といった楽しいエピソードもある（この人は福井県中
竜鉱山附近のクロリトイド片岩の発見者）．朝鮮，台湾，満
州，中国，南洋の調査機関の歴史は各機関で指導的立場
だった人が執筆しているが，樺太だけは委員長の鹿間が
「執筆者不在につき代筆」している．事情は不明だが，鹿間
は満州国の新京（長春）工業大学教授として1942年に赴任
する前，東北大学副手だった1937年に樺太庁嘱託で南樺太
を調査しており（地質雑，45，423-424），そのつながりだ
ろう．私は学部時代に彼の所属教室で過ごし，大陸からの

引揚げの苦労話はよく聞いた
が，この記念誌を編集・執筆し
た話は全く聞いておらず，「教
室史」にも記事がない．1953年
の会員数は1662人であり，半世
紀前に比べ1桁増えた．偶然に
も私はこの年に生まれた．

1968年に発行された75周
年記念の「日本の地質学―現状
と将来への展望―」は610頁の
黄色のハードカバー本で，編集
委員長は大森昌衛，委員は青木

滋，大町北一郎，杉村　新，高野幸雄，松尾禎士，山下
昇であり，年表委員として今井　功，小林宇一，服部一敏
が加わり，執筆者は共著者を含め48人に達する．75周年記
念大会も委員長渡辺武男（会長），実行委員長森本良平らに
より組織された．時は佐藤栄作首相下の高度成長の最盛期，
ベトナム戦争に米軍が本格介入していて，日本の大学では
反戦運動や70年安保に向けての反対闘争が盛り上がりつつ
あった頃である．「はしがき」では「専門分野の著しい分化
と大量の図書・論文の出現により（中略）他の分野あるい
は学界全般の現状を知ることに著しい困難を生じている．
本書は，このような問題に対処することを目ざした」と言
う．この本には戦争の影は既になく，全巻学問的なレ
ビュー集である．第I部は特別寄稿で，渡辺武男の万国地質
学会議の話，矢部長克の四国構造論（英文），坪井誠太郎の
岩石学雑想が載っている．第Ⅱ部は日本の地質学の展望で，
各分野の23編のレビューが掲載されている．第Ⅲ部は日本
の地質学界の展望として，学会史年表，会員数と役員の推
移，学会賞・研究奨励金受賞者，大学地学教室一覧，アン
ケートのまとめ，地学関係研究所，学協会，団体，賛助会
員，会社，博物館，そして長期研究計画の現状が掲載され
ている．この年の会員数は2481人だった．

1985年の論集（518頁）は日本地質学の地向斜論から
プレート論へのパラダイム転換の最中に出版され，今読み
直すと非常に面白い．刊行委員長は端山好和，委員は兼平

かねひら
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日本地質学会の60，75，100周年
記念誌を読む：125周年に向けて



慶一郎，鈴木尉元，床次
とこなみ

正安，楡井
にれい

久，野沢　保，浜田
隆士，吉田　尚で，編集実務は橋辺菊恵（現事務局長）が
担当した．極端な地向斜派から急進的なプレート派までを
網羅し，端山のまえがきはプレート論に懐疑的だが，プ
レート論の成立過程やそれに関わった日本の研究を見事に
まとめた堀越　叡の島弧論が光っている．またこの論集に
は，本学会のこの種の出版物では初の女性執筆者が登場す
る（永原裕子「日本の隕石学」）．会員数は4928人と倍増し
た．

1993年発行の100周年記念誌は706頁の紺地に金文字の
堂々たるハードカバー本で，編集委員長は鈴木尉元，委員
は天野一男，市川浩一郎，今井　功，遠藤邦彦，酒井豊三
郎，島崎英彦，鳥海光弘，端山好和，山下　昇の９名であ
り，執筆者は78人にのぼる（私を含む）．会長の端山は序文
で「現在，日本地質学は，学問体系そのものの転換を求め
られている」と言っているが，この頃はもう「転換済み」
だったと思う．この年はバブル崩壊後の経済停滞期で，オ
ウム真理教の活動が不気味さを増し，２年後に阪神大震災
と地下鉄サリン事件が起きた．ソ連崩壊の２年後，湾岸戦
争の３年後，天安門事件の４年後に当たる．しかし，地質
学会としては，会員数が5000人の大台を超え，前年には皇
太子殿下を総裁にお迎えして第28回万国地質学会議（IGC）
京都大会を成功させ，英文学術誌The Island Arc（表紙は
沈み込み帯の断面図．今はTheがない）が創刊されて，100
周年誌はいわば地質学会の絶頂期の記念碑である．この本
の冒頭には山下の「ナウマンから江原真伍まで」，端山の
「小藤文次郎」，清水大吉郎の「小川琢治」，佐藤　正の「小
林貞一」などの評伝があり，列島形成論の歴史，島弧論，
環境，災害，地下資源，国際交流，地学教育などの各論も
充実している．今井　功の学会史年表は資料価値が高いが，
国際誌に発表した日本の重要論文の採録が少ない．岡野武
雄の「第二次大戦前・中の海外地質調査」は多くの資料に
基づく労作であるが，樺太の項は短く，日本が関与して成
功した北樺太の石油開発の記述がないのは残念である．

1998年の地質学論集49号の編集委員は秋山雅彦，小松

正幸，坂　幸恭，新妻信明，50号は狩野謙一，高木秀雄，
金川久一，木村克己，伊藤谷生，山路　敦，小坂和夫で，
執筆者は計78人（私を含む），うち女性は３人である（田崎
和江，清水以知子，佐々木みぎわ）．49号は平　朝彦の「付
加体地質学の誕生と発展」や丸山茂徳の「21世紀の日本の
地質学」，陸上・海底掘削のレビュー，弘原海

わ た つ み

清の「宏観異
常による地震危険予知」などがある．1995年の阪神大震災
を受けた杉山雄一の「活断層調査の現状と課題」もあるが
原発の語は一つもない．50号はフラクタルなど２編が英語
で，基礎的な構造地質学や日本列島地質構造論（磯闢行雄
など）の他に月と火星のテクトニクス，応用地質のレ
ビューがあり，「地震予知研究における構造地質学の役割」
（嶋本利彦）もある．この時期は地震予知を楽観視していた
ようだ．会員数は翌1999年に5200人を越えたが，これ以後
減少し，現在は4000人を少し下回る．

2014年の現在まで15年間以上，この種の大きな総説
集は本学会では刊行されていない．この間，日本国内では
直下型の被害地震が多発して柏崎刈羽原発が被災し，つい
には「想定外」の海溝型超巨大地震が発生して福島第一原
発のメルトダウン事故が起きてしまった．これを受けて，
原子力規制委員会による原発敷地内の破砕帯調査が開始さ
れ，本学会が推薦した委員が国民注視の中で調査を行う事
態になっている．また，イタリアのラクイラ地震裁判では，
地震学者や地質学者が不適切な情報を住民に伝え被害を拡
大させたとして有罪判決を受け，本学会はこれに憂慮を表
明した．さらに，地球温暖化の進行とともに土砂災害も増
加し，地質研究者と社会の関わりが増している．最近のジ
オパークの発展や津波堆積物への世界的関心はその肯定的
な面であろう．一方で他の惑星や衛星の地質学が発展し，
その成果に基づいて地球の地質を見直す必要が出てきてい
る．現在，70～80年代の学問的なパラダイム転換とは異質
の，科学者としての意識や価値観の転換が求められている
ように感じる．今，地質学の歩みを振り返り，新しい展望
を示すことが，是非とも必要である．４年後の125周年に向
けて，日本地質学の新たな展望を示す総括的なレビューを
行うべきだと思う．
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小川勇二郎（国際地質科学連合理事）

昨年のニュース誌で国際地質科学連合（International
Union of Geological Sciences;以下IUGS）第66回理事会の報
告をしたが，それと重複することもあるが，以下に第67回
理事会（2014年２月７日から２月10日まで，インド，ゴア
州のボグマロ・リゾートホテル）が開かれたので，以下に
簡単に報告する．日本からは，北里洋学術会議IUGS分科会
委員長と，小川が出席した．会長以下理事（欠席の幹事Ian
Lambert（オーストラリア）を除く）計８名，および各関
連プロジェクト委員，インド科学アカデミー会員，当地の
南極・海洋研究所代表，北京の秘書部の係り員など，総計
45名が出席した．
理事会は，２月７日の準備会，８，９日の全体会議，10日
の理事のみの会議の，計４日間であった．インド科学アカデ
ミーと南極・海洋研究所の周到な準備と歓迎により，会議は
スムーズに行われた．最後の日の夕刻，南極・海洋研究所へ
の見学旅行が行われた．関係所轄の方々に感謝する．
以下，主要な議論と感想を述べる．

１．IUGSとその理事会の概要
IUGSは，世界各国の地質学研究者・教育者らの集まる

UNION（連合）と呼ばれる組織が集まるICSU（国際学術
会議）のもとでのNGOで，その理事会はソフトな執行機関
で事務局は北京の地質科学院に置いている．毎年の諸報告
や提案に基づき，地質学にかかわる研究・教育等の行動・
運動計画を審議・実行し，予算・決算の審議をはじめ，国
際的に必要と思われる事項を探し出し，勧告や行動を起こ
している．各国からの分担金で運営され，日本は，学術会
議が管轄している．最近では，万国地質学会議（IGC）を
主導し，国連やその中のユネスコ関連の事業に積極的に関
与する方向である．理事会は会長，副会長，会計，幹事，
理事（総計９名）が中心となって，各関連機関（グループ）
の活動報告をもとにして将来計画を練り，国連の提唱する
総合計画のために，研究者，研究機関および各関連機関
（グループ）がどのような役割を果たすべきかを議論してい
る．さらに，ユネスコの諸活動を援助するために，経済的
援助をも行っている．役員（理事会メンバー）は，それぞ
れの担当分野を持ち，世界の活動状況を監視し，助言する
よう求められている．

２．理事会での審議内容，感想を含む
１）冒頭，開催国のインド科学アカデミーの代表者から歓
迎の挨拶，それに対して，当IUGS会長から，感謝の言葉が
あった．

２）議事進行，昨年の議事録の承認，最近の役員会の報告
があった．特に，関係が深いGSA（アメリカ地質学会）の
125周年記念事業やEGU（ヨーロッパ地球科学連合）での
エキシビションの報告があった．どちらも盛況であったと
のことである．

３）難しい関係になっているユネスコとの問題が指摘され，
今理事会でのメインテーマとして取り上げる．特に，IGCP
（国際地質科学プロジェクト）とGeoparks（ジオパーク運
動）について．

４）会計報告（2013年度の決算と年会費の支払い状況）活
動的，非活動的，ペンディングおよび脱退の国名の列挙．
各地域で，対応するようにとの指摘があった．（脱退：アル
ジェリア．なお，脱退を考慮中（ペンディングという）お
よび活動中止（分担金未払い）の国が，それぞれ複数ある．）
日本は，アジア諸国の状況を調べる．様々な問題はあるが，
全体に収支は好調である．

５）隣接する分野のIUGG（国際測地学地球物理学連合）の
会長Harsh Gupta 氏（インド）から，協力すべきは協力す
るとのコメント．関連のテーマを確認．それは，資源，気
候変動，災害，水問題，ダイナミクスなどである．

６）IGCPとGlobal Geoparks Networkへの財政的および審
査協力などについて，かなりの時間をかけて議論した．委
員会を作ってさらに議論することを提案する（なお，財政
的な支援を強化することで合意．）．問題は，ユネスコ（国
連傘下）と，当IUGS（NGO）とがどのような関係で進む
かに関しては，いまだに決定的な合意に至っていないこと
である．

７）諸活動の報告．IUGSとしての活動は，上記のユネスコ
関連の事業へのかかわりのほかに，次の３段階がある．は
じめ，イニシアチブと呼ばれる研究・教育活動の準備段階，
次いで実質的な活動であるタスクグループ，さらに本格的
な行動であるジョイントプログラムへと進む．今回は，そ
れらのいくつかの活動の報告が以下のようにあった．列挙
する．
地質的な倫理に関しての関心が強まっている．災害科学

への貢献に力を入れる（2013年10月の，日本の主導でのG-
EVER研究集会（仙台）へのIUGSと日本学術会議からの貢
献の報告を含む）．ILP（国際リソスフィア計画），地球化
学マッピング（統一基準で世界の岩石の分布図を作る），犯
罪地質学，気候変動問題，世界遺産，ジオパーク，露頭保
全（特に構造地質，http://outcropedia.org/），石材地質，
専門家育成，南北問題（アフリカを意識，フィールドス
クールなどの推進），GEM（http://www.globalquake
model.org/），大学でのカリキュラムの向上，若手地質グ
ループの活動支援，次世代の資源問題（RFGという）など
について，報告と積極的な支援の発言が続いた．（その報告
や評価に基づいて，次年度の予算が審議される．）

８）６年前の2010年のIGC（万国地質学会議，オスロ，毎
回オリンピックの年に行われている）において，それまで
開催国が主導していた同会議を，以後当IUGSが主導するこ
とに決まった．次回の2016年の35回IGCは，南アフリカ・
ケープタウンで８月27日から９月４日まで（http://www.
35igc.org/html/index.html；すでにセッションのプロポー
ザルの受付が始まっている．多くの方々のプロポーズをお
願いしたい．また，講演，ポスターなどの要旨の受け付け
は，2015年初頭には開始されるという．アフリカ諸国が一
丸となって，多くの巡検が用意されるとのことである．こ
の機会に，ぜひ，アフリカ訪問を計画されたい．），またそ
の次の2020年の36回IGCは，インド・デリーで３月２日か
ら８日まで行われる．ただし，前回34回のオーストラリ
ア・ブリスベーンが，非常に高額な登録料であったことも

日本地質学会News 17（３）6

国際地質科学連合（IUGS）
第67回理事会報告
および第35回，36回

万国地質学会議（IGC）案内



あり，将来の開催においては，多くの人にとって参加可能
範囲を超えていないかが議論された．今後，検討する．な
お，ケープタウンでのIGCの標語は，Geology in Society：
Economy and Scienceとのことで，地質科学の社会貢献が
求められてはいるものの，この資源国家での地質学の経済
への依存度と貢献度の強さをうかがわせるものと感じた．

９）ICSU（国際学術会議）の会長のSteve Wilson氏（パ
リ；地球物理学出身とのこと）と，Skypeを用いての討論
を行った．国連主導の10年計画である，Future Earthへの
取り組みについて説明があったのち，質疑応答を行った．
ICSUでは，地質学の負の面（鉱毒，公害など）が強調され
るきらいがあり，資源や環境，災害対策などの正の面があ
まり評価されていないことが浮き彫りになり，理事会メン
バーからは危機感が発せられた．これは，ユネスコでの地
質学の立場の低下にもいえるとのことで，世界の科学研
究・教育のベースであるとの自負を持っている地質学の将
来について，今後より一層議論すべきであることを強く感
じた．

10）今後の取り組み．予算をとってIUGSで活動するために
は，上に述べたように，まずイニシアチブという準備段階
の組織を立ち上げ，２，３年後，タスクグループというよ
り具体的な活動を起こし，その上で，プログラムへと進む
ことが求められる．IGCPやGlobal Geoparks Networkなど
は，別組織のもとであるが，その審査などは，当IUGSが積
極的に関与する方向である．なお，IGCPは純粋科学の推進
をする研究組織であり，汎世界的（特に途上国を含む）な
ものである必要がある．従来，日本は多くのIGCPのプログ
ラムを積極的に推進してきたが，今後はより厳しい状況（全
体のプログラム数の縮小）がある見込みである．心すべきで
あると感じた．

11）来年の理事会は，カナダ・バンクーバーのコンベン
ション・ホールで，2015年１月26-29日に行われる．

12）Annual Report of IUGS-EC（USB memory），
Episodes（当科学連合の機関論文誌）が配布された．

３．一般的な感想，今後の重要課題等
地質科学は，自然科学の分野のうちの基礎をなす地球

（および惑星，宇宙をも部分的に含む）の46億年の諸現象を
四次元的に研究するが，それらは，惑星科学，地球物理学，
地球化学，地球生物学とも密接な関連がある．ICSU（国際
学術会議）の中でも，地球惑星連合を作る動きがあり，統
合的な活動も模索されている．さらに，国連は，2012年ま
での，Earth Systemという大きな題目ののちに，2013年か
らは，Future Earth という，人類生き残りをかけた大きな
タイトルのもとで，国際的な研究・教育活動を開始した．
それらの中で，地質科学の果たすべき役割を見極めて，積
極的な活動・提案をして行くことになっている．国家間の
競争よりも，協力関係を築き，南北問題（主としてアフリ
カを想定する），教育活動にも，力を入れている．また，各
国および地域の地質科学の重要な教育手法である，ジオ
パークや世界自然遺産，世界地質遺産と言った運動へも積
極的に参加する方向である．
国際的な科学の研究・教育は，従来ユネスコを中心とし

て行われてきたが，最近，財政的な窮地に陥っている．そ
れを打開し，従来にも増して研究・教育を世界的に浸透さ
せるためには，NGOである当IUGSを含む研究連合が，積
極的な援助をすべきであるとの議論が高まっている．それ
を，財政的，参画の方法論などの基本的な事項から，具体
的な方法までの多様な活動を模索する必要があり，重要な
局面を迎えている．アジアおよびアフリカの指導的な働き
をすべき日本へも，大いなる期待が寄せられている．一方
で，分担金の支払いが滞るケースが増えており，そのよう
な財政的な問題も生じている．
2012年からの新理事会メンバーの活躍は目を見張るばか

りであり，今後の進展が注目される．特に，国連，国際学
術会議との協調関係は，大いに期待される．ただし，国際
的な経営難は，ユネスコの関連事業に広く及んでおり，比
較的潤沢な当IUGSの役割の増大が期待される．ただし，ユ
ネスコ傘下で行われてきた諸プログラムは，ユネスコのロ
ゴ（テンプルと呼ばれる建物の図案）の下での活動を希望
しているようであり，それらとの調整が微妙である．なお，
2年前に就任した当IUGSの会長である，オーベルヘンスリ氏
は，会議のほとんどを主導し，不偏不党の立場から，会議
を公平・積極的にリードした．その努力に深く敬服したい．
なお，地質学の関連する国際研究・教育機関としての統

括を目指すIUGSの最大の催しは，毎回オリンピックの年に
開かれるIGCである．今まで多くのIGCに参加し，４年毎の
学問の進展，その地域の地質や人間活動に親しみ，多くの
刺激や感化を受け，さまざまな交流をする契機になった方
も多いと思われる．老若男女を問わず，次回の2016年，
2020年の南アフリカ，インドとも，地質には非常に重要な
地域であり，日本からの地質研究者も多い．この際，ぜひ，
これに参加することを目指していただきたいと思う．なお，
理事会において，小川は，変動帯でのIGCがこのところ少
ないことを指摘し，今後，それへの考慮もお願いしたい，
と発言しておいた．これから研究者・教育者・行政や企業
活動に携わる方々も，上記のいくつかのテーマ（環境，資
源，災害，教育など）に，地質学が果たす役割が期待され
ていることを心して，ぜひ，今後もIUGS-IGCに関心を持っ
ていただきたい（www.iugs.org/）．ご質問，ご要望は，
fyogawa45@yahoo.co.jpまで．
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IUGS理事会報告

南極・海洋研究所からのデカントラップ洪水玄武岩（白亜紀）と表

層のラテライト．段丘の成因たる隆起運動は，沖合の堆積盆の荷重

をコンペンセイトするためのゆっくりとしたシーソー的なリバウン

ドによるもの，との説明があった．



産総研地質調査総合センターの出版物に係る閲覧時の注意

産総研地質調査総合センターの出版物に記載している水試料に対する水素・酸素安定同位体比の分析結果に関して，分析
を依頼した業者から誤りがあったことが公表され（2012年10月29日），センターから，出版物への誤分析の影響について精
査を行なった結果として，下記の出版物について誤分析データが使用されていることが報告されました（産業技術総合研究
所地質調査総合センターHP <https://www.gsj.jp/publications/oshirase/info02.html>参照）．
この報告は2012年12月19日にセンターのHP上に掲載済みのものですが，この度，当該出版物のうち当会が所蔵するものに

ついて，閲覧時に誤分析データが含まれている出版物である旨，注意喚起を行うようセンターより文書による依頼がありま
した．会員の皆様におかれましても下記出版物をご覧の際はご注意ください．

誤分析データが使用されている出版物および編集物
a）水文環境図
no.１ 仙台平野　no.２ 秋田平野　no.４ 濃尾平野　no.５ 筑紫平野　no.６ 山形盆地
b）地質調査研究報告
Uchida, Y., Ishii, T. and Taguchi, Y.（2009）Groundwater quality and stable isotope compositions in the Yellow River
basin, Bulletin of the Geological Survey of Japan［地質調査研究報告］, v.60（１/２）, p.87-104.

Uchida, Y., Yasukawa, K., Tenma, N., Taguchi, Y., Suwanlert, J. and Buapeng, S.（2009）Subsurface Thermal Regime in
the Chao-Phraya Plain, Thailand. Bulletin of the Bulletin of the Geological Survey of Japan［地質調査研究報告］, v.60
（９/10）, p.469-489

c）地質ニュース
内田洋平・石井武政・田口雄作（2007）黄河流域における酸素・水素安定同位対比の分布特性，地質ニュース，実業広報社，
no. 629，p21-30.

本件お問い合わせ先：産業技術総合研究所地質分野研究企画室：
電話：029-862-6034 E-mail：rp-geo-ml@aist.go.jp

お知らせ
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杉並区立科学館の維持・発展に関する要望書

東京都杉並区の施設再編計画の一環として，杉並区立科学館
の廃止が検討されています．これに対して，日本地質学会から
杉並区立科学館の維持・発展に関する要望書を提出しましたの
で紹介します．
----------------------------------以下本文-----------------------------------

平成26年２月７日
東京都杉並区
区長 田中　良 殿

一般社団法人日本地質学会
会長 石渡　明

杉並区立科学館の維持・発展に関する要望書

私どもは，地質学とその応用についての研究成果の公表，知
識の交換，内外の関連学会との連携協力等を行うことにより，
地質学の進歩と普及を図り，学術の振興と社会の発展に寄与・
貢献することを目的とした，約4000人の研究者，技術者，教育
者などの団体です．
今般の貴区立施設再編整備計画（案）で示されました「科学

館の廃止」について，私どもは，同館が果たしてきた役割の重
要性と実績の大きさに鑑み，貴区のご再考をお願いいたしたく，
要望書を差し上げる次第です．
貴区立科学館は，前身の貴区立科学教育センターの昭和44年

設立以来，全国に先駆けて児童・生徒の理科学習支援活動を実
施され，平成14年の科学館への改称以後は，貴区民の理科分野
の生涯学習施設としても機能し，科学の振興や教育普及を先導
してきたことは，学術・教育関係者の間では広く知られており

意見・提言 ます．
貴区立科学館の基幹事業である「移動教室」は，小・中学校

理科のほぼ全ての学習単元に対応した実験授業を整備し，貴区
内の大部分の小・中学校が利用されているのは，体験型理科学
習プログラムとして全国的にもユニークで優れたものでありま
す．現行の学習指導要領が示す「博物館や科学学習センターな
どとの積極的な連携，協力」を，開館当初から継続的に実施し
ている貴区の教育関係者の先見性に敬意を表します．
また，貴区立科学館が保有するプラネタリウム，流水実験場，
生物解剖実験室などの施設を利用しての理科実験が児童・生徒
に与える教育効果は非常に大きく，教員の授業準備，教材研究，
研修などにも有効に利用されているとお聞きしております．さ
らに，開館当初からの夜空の観望会や第一線の天文学者を招い
た講演会は，貴区に多くの天文ファンを根付かせ，地質や生物
の分野でも公的な機関が募集する企画に連続して採択されるな
ど，質の高い科学教室・講座を開催してきたことはまことにす
ばらしい実績と存じます．宇宙や地球環境への関心が高まる中
で，これらの生涯学習プログラムに多くの需要があり，継続的
に参加する貴区民や教員が増加していると伺い，ご同慶の至り
です．これは貴区立科学館で理科分野の生涯教育を行うメリッ
トが十分に発揮された結果であり，専門性に優れた職員の方々
の働きも大きく与ったことと拝察いたします．
現代社会は，さまざまな環境問題，資源・エネルギー問題，

自然災害などに直面しており，正しい科学的知見に基づいて，
自然現象と人間活動の調和を考察し，あるべき方向性や適切な
対応を考えて行動できる能力が国民一人一人に求められていま
す．
貴区立科学館が長年区民と共に築いてきた多岐にわたる教育・
研究成果，有用な設備，優れた人材を生かして，科学教育の発
展に今後もより一層貢献されることを切に希望し，持続可能な
社会の実現に向けて，豊かな知識と文化を享受する場として，
今後も貴区の科学館事業が継続されることを要望いたします．
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日　時：５月25日（日）13:30～15:30
場　所：大阪市立自然史博物館講堂
参加費：無料（申し込み不要）
参考ホームページ：http://www.mus-nh.city.osaka.jp/

「日本の地質学：最近の発見と応用」
Recent progress in geological science in
Japan

主催：一般社団法人日本地質学会
日時：2014年５月24日（土）13:00～15:00
会場：北とぴあ第２研修室（東京都北区王子）

プログラム（順番は変わる可能性があります）
・「犯罪捜査と地質学」杉田律子（科学警察研究所）
・「巨大地震の巣を掘る　そこから見えてきたもの」

坂口有人（山口大学）
・「宇宙からの贈りもの：日本の地層から隕石衝突の証拠を発
見」佐藤峰南（九州大学）

・「日本全国の地質情報をあなたへ～進化する日本シームレス
地質図～」西岡芳晴（産業技術総合研究所）

本シンポジウムへの参加は，CPDの対象となります（CPDH：
２単位）
参加費：会員無料，非会員500円．

当日は，同会場にて以下の行事が予定されています．
・第５回惑星地球フォトコンテスト表彰式（11:00～12:00）
※作品展示有り
・一般社団法人日本地質学会第６回総会（15:30～17:00）
※正会員は，総会に陪席することができます

問い合わせ先（世話人）
斎藤　眞（常務理事）・星　博幸（行事委員長）
e-mail；main@geosociety.jp

2014年の「地質の日」学会関連のイベントをご案内します．
イベントの情報は，学会HP< http://www.geosociety.jp>で
随時更新していますので，あわせてご覧下さい．

★日本地質学会公開講演会

★近畿支部　地球科学講演会

「プレートの沈み込みと国土形成
－紀伊半島南部のおいたちとジオパーク構想－」

プレートの沈み込みは東日本大震災のような巨大地震を引き
起こすとともに，長い地質時代においては付加体という地質体
を形成します．そして，過去の付加体が隆起して日本の国土の
骨組みが形成されたことが明らかになっています．紀伊半島南
部には，講師らの長年の調査により新しい時代から古い時代の
付加体まで多様な付加体が存在することが明らかとなり，付加
体による国土の形成過程が解明されつつあります．また，プ
レートの沈み込みは付加体の他に堆積盆地をつくり，マグマの
活動も引き起こしました．このような地層・地質の違いは，紀
伊半島で起こった斜面災害にも大きく関係しています．この講
演会では，紀伊半島南部の地層のおいたちと「南紀熊野ジオ
パーク構想」の魅力，斜面災害と地質の関係など地質と人との
つながりを紹介します．

主　催：大阪市立自然史博物館・地学団体研究会・日本地質学
会近畿支部

講　師：鈴木博之氏（元同志社大学理工学研究所教授，南紀熊
野ジオパーク推進協議会学術専門委員長）

「下町低地の地盤沈下と水とくらし」徒歩見学会

主催：一般社団法人日本地質学会，一般社団法人日本応用地質
学会

協力：東京都江東治水事務所水門管理センター
後援：一般社団法人東京都地質調査業協会（予定）
日時：2014年５月10日（土）９時50分～17時　少雨決行（予定）
見学場所：東京都江東区清澄白河，住吉，東大島，南砂町界隈

（仙台堀川，小名木川）
案内者：中山俊雄氏（元東京都土木技術支援・人材育成セン

ター），小松原純子氏（産業技術総合研究所）

趣旨：身近な地質とその地質に由来した地形，それらを利用し
てきた先人から現在の私たちまでの営みを，春の清々しい空気
の中でのんびり歩きながら，研究者からの興味深い説明を聞き，
楽しく学ぼうという企画です．今回は，東京下町低地の地盤沈
下とその対策としての内部河川管理の苦心，人々の暮らしを
テーマに歩きます．
今回は東京都江東治水事務所水門管理センターさんのご協力

を頂き，内部河川水を排水するポンプ場やパナマ運河のような
閘門施設の見学もします．

会費：一般2,000円，小中学生500円（予定）保険代，入場料を
含みます．当日お支払い下さい．昼食は各自ご用意下さい．

見学コース：９:50 清澄公園西南口集合→東京都水門管理セ
ンター・排水機場→清澄庭園→扇橋閘門→住吉駅→（地下鉄
利用）→西大島駅→小名木川→仙台堀川→東京都地盤沈下観
測所→地盤沈下標柱→南砂町駅17:00解散（予定，天候等に
より順序，見学地を変更する場合があります）

募集人員：25名程度（定員になり次第締め切ります）

対象：一般．参加資格は特にありません．小学生以上の方でし
たらどなたでもお申し込み頂けます．小中学生の方は保護者
の方の同伴をお願いいたします．普及事業のため，一般から
の申込を優先します．定員に余裕がある場合，会員の方にも
ご参加頂けます．

申し込み：ジオ・スクーリングネット（https://www.geo-
schooling.jp/）または下記の学会事務局までFAXまたはメー
ルで，氏名，生年月日，住所，携帯等電話番号，メールアド
レスを記して，お申し込み下さい．
日本地質学会（担当　緒方）
電話：03-5823-1150 FAX：03-5823-1156
メール：main@geosociety.jp
学会HPおよびジオ・スクーリングネット，および学会HPに

て情報を更新いたします．そちらもあわせてご確認下さい.

★2014年地質の日記念　街中ジオ散歩 in Tokyo



日本地質学会News 17（３）10

Vol. 23  Issue 1（March）

［Research Articles］
１．Subsidence of the Miyako-Sone submarine carbonate
platform, east of Miyako-jima Island, northwestern
Pacific Ocean
Kohsaku Arai, Hideaki Machiyama, Shun Chiyonobu, Hiroki
Matsuda, Keiichi Sasaki, Marc Humblet and Yasufumi Iryu

北西太平洋宮古島東方に発達する炭酸塩プラットフォームの沈
降運動
荒井晃作・町山栄章・千代延　俊・松田博貴・佐々木圭一・
Marc Humblet・井龍康文
北西太平洋宮古島東方に位置する宮古曽根炭酸塩プラット

フォームの北西側斜面において詳細な地形マッピングおよび無
人探査機ハイパードルフィンによる潜航調査を実施した．地形
調査の結果，宮古曽根北西斜面には約140 m，330 m，400 m，
680 mを外縁水深とするテラスが発達していることが判明し
た．また，琉球弧を横切る方向の断層運動によって形成された
と考えられる複数の北西－南東方向のリニアメントが形成され
ていることを確認した．無人探査機により水深519 mの斜面か
ら121 mのプラットフォーム上までの潜航調査を行った．ビデ
オカメラの画像から，テラスの外縁と斜面の上部には固結した
炭酸塩岩の露頭が存在するが，斜面下部は生物砕屑物からなる
未固結の現世の粗粒砂に覆われていることが確認できた．露頭
から採取した岩石からは，中～後期更新世の年代値を示す石灰
質ナンノ化石が産出した．これらの年代値や岩相は，採取した
岩石が琉球弧に広く分布する琉球層群（琉球石灰岩）に相当す
ることを示す．なお，潜航調査では，後期中新世～前期更新世
に形成された島尻層群に相当する珪質砕屑岩は見つからなかっ
た．調査地域では，同一の堆積環境下で同じ年代に堆積したと
考えられる炭酸塩岩が，西落ちの正断層によって西側に向かっ
て水深を増している．宮古曽根炭酸塩プラットフォームの沈降
運動はこの様な断層運動に伴うものである．沈降運動の開始を
正確に議論することは難しいが，少なくとも0.265 Ma以降にも
この様な沈降運動が続いていることは確実である．

Key Words : bathymetric survey, calcareous nannofossils;
Cenozoic, Ryukyu Group, Ryukyu Islands; subsidence,
tectonics

２．Carbon isotope stratigraphy of Torinosu-type
limestone in the western Paleo-Pacific and its implication
to paleoceanography in the Late Jurassic and earliest
Cretaceous

Yoshihiro Kakizaki and Akihiro Kano

古太平洋西部の鳥巣式石灰岩（ジュラ紀後期～白亜紀初期）の
炭素同位体比と古海洋学的な示唆
柿崎喜宏・狩野彰宏
ジュラ紀後期（キンメリッジアン期後期）から白亜紀初期

（ベリアシアン期前期）にかけて古太平洋西部で堆積した鳥巣
式石灰岩から，はじめて体系的な炭素同位体層序のプロファイ
ル（δ13C値）が示された．鳥巣式石灰岩のδ13Cプロファイル
は３区間の同位体異常にもとづき，同時期のテチス海のプロ
ファイルとの地域間対比が可能である．さらにキンメリッジア
ン期後期の鳥巣式石灰岩のδ13C値はテチス海のδ13C値に比べ
て１‰ほど低く，その地域差はチトニアン後期に消失すること
が判明した．このことは，ジュラ紀後期に大陸移動に伴って海
洋循環が活発になり，溶存無機炭酸のδ13C値が汎世界的に均
質になったことを示唆している．

Key Words : carbon isotope, chemostratigraphy, Japan, Late
Jurassic to earliest Cretaceous, paleoceanography, Paleo-
Pacific, Torinosu-type limestone

３．A new approach to develop the Raman carbonaceous
material geothermometer for low-grade metamorphism
using peak width
Yui Kouketsu, Tomoyuki Mizukami, Hiroshi Mori, Shunsuke
Endo, Mutsuki Aoya, Hidetoshi Hara, Daisuke Nakamura and
Simon Wallis

半値幅を用いた低変成度岩に適用可能な炭質物ラマン温度計の
開発
纐纈佑衣・水上知行・森　宏・遠藤俊祐・青矢睦月・原　英
俊・中村大輔・Simon Wallis
西南日本の６地域（四万十帯，秩父帯，黒瀬川帯，三波川帯，
美濃－丹波帯）で採取された堆積物起源の付加体堆積岩および
変成岩19試料を用いて，岩石中に含まれる炭質物のラマン分光
分析を行った．分析に用いた岩石はすでに変成温度が見積もら
れており，その温度範囲は165 ℃から655 ℃である．低温領域
における炭質物のラマンスペクトルは，いくつかのD-band
（DefectまたはDisorder構造に起因）が顕著であり，G-band
（Graphite構造に起因）は～280 ℃以上で確認された．400 ℃以
上ではG-bandの強度が他のバンドに比べて有意に高くなり，
650 ℃以上でG-bandのみになった．この結果は，変成温度の上
昇に伴い，炭質物が非晶質から結晶質な構造へと変化したこと
を示す．この構造変化に伴う炭質物ラマンスペクトルの変化を
定量的に評価するため，ピーク分離方法を詳細に検討し，各温
度領域で安定な解を得る適切な分離手法を確立した．分離した
ピークの変数と見積もられている変成温度との相関を調べた結
果，150 ℃から400 ℃付近において，D1-bandとD2-bandの半値
幅と変成温度の間に負の相関があることが明らかとなった．ま
た，これらの関係式を導出することによって，半値幅を用いた
新しい炭質物ラマン温度計を提案した．この温度計は，従来の
炭質物ラマン温度計では正確な温度見積もりが困難であった低
温領域（< ～300 ℃）をカバーしており，付加体堆積岩から変
成岩をまたいで，簡便かつ高精度な温度見積りを可能にした．

Key Words : carbonaceous material, FWHM, geothermometer,
low temperature metamorphism, Raman spectroscopy

Vol.23, Issue 1

Island Arcは，年４回発行されます．最新号の

Vol. 23 Issue１が2014年３月に発行されました．日

本語要旨をニュース誌と学会ホームページ（http://

www.geosociety.jp）にも掲載しています．全文は

オンライン（http://onlinelibrary.wiley.com/journal

/10.1111/（ISSN）1440-1738）で無料閲覧できますの

で，是非ご覧下さい．

（Island Arc編集委員会）
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４．Abrupt Late Holocene uplifts of the southern Izu
Peninsula, central Japan: Evidence from emerged marine
sessile assemblages
Akihisa Kitamura, Masato Koyama, Koji Itasaka, Yosuke Miyairi
and Hideki Mori

中部日本，伊豆半島南端における後期完新世の突発的隆起：離
水した海洋生物群集からの証拠
北村晃寿・小山真人・板坂孝司・宮入陽介・森　英樹
伊豆半島南端の海食洞内の隆起した海洋固着動物群集は保存

状態と種構成から，５つの帯に区分される．最上位のⅠ帯（海
抜2.7-3.5 m）は塊状石灰岩を呈し，イワフジツボとゴカイの一
種のヤッコカンザシの棲管から成る．Ⅱ帯（海抜2.35-2.7 m）は
保存状態の良いイワフジツボが優占する．Ⅲ帯（海抜2.0-2.35 m）
は，主にイワフジツボとヤッコカンザシの棲管から成る．Ⅳ帯
（海抜1.6-2.0 m）は，非常に新鮮なイワフジツボとヤッコカン
ザシの棲管から成る．最下位のⅤ帯（海抜1.0-1.6 m）は，非常
に新鮮なケガキとヤッコカンザシの棲管が共産する．14C年代
測定の結果と現生の固着動物の帯状分布は，調査地域が西暦
570-820年，西暦1000-1270年，西暦1430-1660年にそれぞれ0.9-
2.0 m，0.3-0.8 m，1.9-2.2 mの隆起があったことを示す．

Key Words : emerged sessile assemblages; Holocene; Izu
Peninsula;uplift events

５．Chrome spinel in normal MORB-type greenstones from
the Paleozoic－Mesozoic Mino terrane, East Takayama
area, central Japan: Crystallization course with a U-turn
Takashi Agata and Mamoru Adachi

岐阜県東高山地域に分布する美濃帯中古生層中のノーマルモル
ブ型緑色岩のクロムスピネル：Uターンのある晶出経路
縣　孝之・足立　守
東高山地域のN-MORB型緑色岩中に産する斑晶クロムスピネ

ルのMg/（Mg+Fe２＋），Cr/（Cr+Al）及びFe３+含有量はそれ
ぞれ0.54～0.77，0.21～0.53，0.07～0.22 p.f.u.（O=４）と変動す
る．スピネルの組成は，斑晶鉱物の組合せの間で有意の差が認
められた．オリビン－スピネルの組合せでは，スピネルはCrに
富むものからAlに富むものまで広い組成範囲を示し，比較的
Fe２+とFe３+に乏しい．オリビン－斜長石－単斜輝石－スピネル
の組合せでは，比較的高いCr/（Cr+Al）を持ち，Fe２+とFe３+

に富んでいる．オリビン－斜長石－スピネルの斑晶を持つ玄武
岩は，Alに富むスピネルとFe２+とFe３+に富むスピネル双方を
含有する．オリビン－スピネル平衡関係は，オリビン－スピネ
ル組合せのスピネルが分別作用の進行とともにCrとFe２＋に富
むものからAlとMgに富むものへと組成を変化したことを示唆
する．一方，オリビン－斜長石－単斜輝石－スピネルでは，分
別とともにCr/（Cr+Al）は増加し，Mg/（Mg+Fe２＋）は減少
するという逆の変化が示される．スピネル全晶出経路は，Mg/
（Mg+Fe２+）－Cr/（Cr+Al）変化図上でUターンを見せる．折
返し点はオリビン－斜長石－スピネル組合せのスピネル組成領
域にあり，Uターンは斜長石晶出が開始した結果と解釈される．

Key Words : chrome spinel, crystallization course, greenstone,
N-MORB, Paleozoic－Mesozoic Mino terrane, zoning of
chrome spinel

支部コーナー

あった．今後も支部では，優秀な学生を顕彰する方針であるこ
とを総会で確認した．
例会終了後は，懇親会も行われ，盛況の内に今年度の例会は

終了した．この例会においては，実行委員会として佐賀大学の
角縁進教授，高島千鶴准教授に大変お世話になった．次回開催
校は，山口大学と決まっており，金折裕司教授による招待講演
も予定されている．

（幹事　川村喜一郎）

第165回日本地質学会西日本支部例会　優秀発表賞
O-08 倉冨　隆　ほか「薩摩硫黄島における浅海熱水環境中で

の鉄とシリカに富むマウンドの構造解析」
P-07 池上郁彦　ほか「九州南方沖・鬼界カルデラのカルデラ

堆積盆の構造」

☆西日本支部
報告

第165回日本地質学会西日本支部　例会・総会

2014年（平成26年）２月22日10:00～17:00に支部例会，12:15
～13:15に総会が佐賀大学本庄キャンパスの大学会館において
行われた．例会では口頭発表，ポスター発表併せて20件が行わ
れ，40名を超える参加者があった．例会では，今年度で支部長
を終えられる小林哲夫教授（鹿児島大学）による基調講演「九
州のカルデラ火山」があった．来年度からは佐野弘好教授（九
州大学）に支部長が引き継がれ，新体制で支部会を運営する．
今年から優秀発表賞を設け，厳正なる投票により，受賞者は，
下記の通り，九州大学大学院生の倉冨隆さんと池上郁彦さんで

写真左から　例会は盛況．小林支部長による基調講演．優秀発表賞　倉冨　隆さん．優秀発表賞　池上郁彦さん
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はじめに
2013年７月20～24日，鹿児島県鹿児島市において国際火山学

及び地球内部化学協会2013年度学術総会（IAVCEI2013）が開
催された．本学術総会の目的は，火山学に関連する学術研究の
成果発表・討論会を通して，国際的な火山研究の発展，火山学
研究の成果の普及や情報発信を行うことである．火山学分野の
中で，世界最大規模である本学術総会には，59ヶ国から計1100
人程の参加者が集まった．火山学を専攻する大学院生にとって，
本学術総会は，国際的な場での発表という経験を積むための千
載一遇のチャンスである．このチャンスを逃すまいと，私は本
学術総会に参加・発表することを決意し，ポスター発表を行っ
た．また，総会期間中に行われた，中日巡検にも参加した．こ
れはその体験記である．

シンポジウム（７月20，21，23，24日）
シンポジウムは７月20，21，23，24日の４日間，鹿児島県民

交流センター，鹿児島市民福祉プラザ，宝山ホールにて行われ
た．ここでは１）Magma processes，２）Monitoring,
observation and modeling of volcanic processes，３）Eruption
processes and volcanic evolution，４）Volcanic hazards, risk
and environmental impactの４つの大きなテーマの下，37分科
会に分かれて，約1200件の研究発表が行われた．火山地質学，
地球化学や地球物理学など様々な内容の講演が行われ，どの会
場も参加者たちの熱気に包まれていた．私が最も興味を持って
いる，マグマプロセスに関するセッションでも，地球化学およ
び地球物理学的手法を駆使した研究が発表されており，活発な
議論が繰り返されていた．発表者たちは皆，流暢な英語を話す
ため，話すスピードに理解が追いつかないことがほとんどで
あった．そんな時は，スライドにある図や要旨などから，内容
を理解するよう努めた．様々な講演を聞くことにより，新たな
知見を得ることができた．

中日巡検（７月22日）
７月22日，中日巡検が行われた．私は，火山噴出物をより多

く観察できる指宿コースに参加した．幸い，天候にも恵まれた
素晴らしき巡検日和となった．
指宿コースでは，鹿児島湾南岸を占める阿多カルデラ西側地

形や，池田湖，開聞岳などのカルデラ噴火後に形成された火山
地形の観察を行った．清美岳火山の東側山麓にある臼山の露頭
では，これらの火山から噴火した火山灰層などを観察した．伏
目海岸では，地熱発電所，砂蒸し風呂，池田火砕流の露頭など
を見学した．考古学博物館である「COCCOはしむれ」では，
開聞岳火山の災害に関する考古学的な資料を閲覧した．
火山地形が形作る壮大な景色，過去の噴火履歴を物語る迫力

満点の露頭については，見ているだけで気持ちが昂ぶった．特
に，藍色の湖水をたたえた池田湖と池田湖越しに眺望できる開
聞岳が織りなす景色は，非常に素晴らしいものであった．今回
の巡検で，景色の素晴らしさ以上に，私の印象に残っているの

葛巻貴大
（茨城大学大学院理工学研究科博士後期課程

宇宙地球システム科学専攻）

国際火山学及び地球内部化学協会
2013年度学術総会（IAVCEI2013）参加報告

は，露頭を前に議論する研究者たちの姿である．露頭から読み
取れる様々な情報を基に，熱心に議論する彼らから，火山に対
する愛と情熱を感じた．私も議論に混ぜてもらい，自分の考え
を主張できたことは非常によい経験となった．巡検後，解散場
所へ向かう途中，桜島から噴煙中が吹き上がっている様を見る
ことができた．初めて火山の噴火を間近で見た私は，ただただ
感動した．このような噴火を見られたことは，火山を研究して
いる身として，幸運以外の何物でもないだろう．非常に得るも
のが多い巡検であった．

ポスター発表（７月23日）
７月23日，私のポスター発表の日が訪れた．私が発表する内

容は，“栗駒地熱地域における鮮新世～中期更新世火砕流堆積
物の層序”である．本研究は，栗駒地熱地域において，これま
で，地質学的・岩石学的な研究の乏しい，中期更新世以前の火
砕流堆積物について，その層序を構築し，同地域における火砕
流噴火の発生頻度を考察したものである．
私は，当日まで，推敲を繰り返した原稿を何度も読んだ．会

場に入ると，初めての国際学会での発表を前に，緊張のあまり
気持ちが落ち着かなかった．本番では，ありがたいことに，日
本および海外の研究者が，それぞれ数人ずつ足を運んでくだ
さった．緊張はしていたものの，何度も練習をした甲斐があり，
本番では，特にあわてることもなく，発表をすることができた．
私の研究に興味を持ってくださった方々から，非常に多くの有

写真１　会場入り口　鹿児島県民交流センター

院生コーナー

写真２　巡検参加者の集合写真　池田湖畔にて　奥に見える山は開

聞岳
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コミュニケーションの重要性を強く再認識する貴重な機会で
あった．これまでは，言葉が通じなくても，伝えたいという気
持ちがあれば，単語とボディーランゲージで意思疎通が図れる
と思っていた．しかし，実際に掘り下げた話をするには，その
程度のレベルでは全然足りないということに気づかされた．今
回の学会参加で，海外の研究者と，議論できるレベルまで英語
力を上げることが必須である，ということを強く感じた．また，
火山学の面白さを再認識することができ，研究に対するさらな
る意欲を持つこともできた．今後は，今回得られた反省点を克
服し，自身の研究内容を高められるよう，日々努力して行きた
いと思う．

常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下の
４名でおこなっています．原稿はe-mailでいただければ幸いです．
13nd403y@mcs.ibaraki.ac.jp 菅谷真奈美（茨城大）
gsc421511@s.okayama-u.ac.jp 湯川弘一（岡山大）
12ND404L@mcs.ibaraki.ac.jp 細井　淳（茨城大）
3SC12024G@s.kyushu-u.ac.jp 佐藤峰南（九州大）

益なアドバイスをいただいた．私が特に面白いと感じたのは，
私の研究内容に関するアドバイスが，研究者ごとに全く異なっ
ていた点である．岩石学に興味を持っている方は岩石について，
地形発達史に興味を持っている方は，段丘とテフラを利用した
地形発達史に関するご意見を下さった．私が全く考えていな
かった視点からのアドバイスもあった．今後の研究の拡がりに
ついて，非常に大きな可能性を感じた．
海外の研究者への対応では，自分の英語力の乏しさを痛感し

た．肝心の相手とのディスカッションでは，自身の英語力の低
さから，うまくコミュニケーションが取れず，自分の意見を十
分には伝えられなかった．相手の言っていることは理解できる，
しかしうまく説明するための言葉が出てこない，という非常に
悔しい思いを何度もした．良かった点・反省点ともに，得るも
のが非常に多いポスター発表であった．

最後に
今回の学術総会は，私にとって初めての国際会議への参加・

発表の場であり，沢山の貴重な経験ができた．特に，英語での

院生コーナー

写真・文　村田崇行（茨城大学大学院）

バック石窟群（Bagh Caves）はインド中央部マディヤ・プラ
デーシュ州のダールから南西へ100 kmの地点に位置する仏教寺
院遺跡である．この石窟群はヴィンディヤ山脈の南側斜面に分
布し，白亜紀のNimar砂岩層の内部を掘削して造られており，
その壁面や天井には２～７世紀頃の古代インドの彫像（写真）
や壁画が施されている．また，バック石窟群は斜面を利用して
いて，バック川を見渡すNimar砂岩層のセクション全体を一望
することができ，石材断面には見事な層理構造を確認すること
ができる．全部で９つ造られた石窟のうち５つが現存し，洞窟
内部の壁画で一部ではあるが色彩が鮮やかに保存されており，
当時の色彩を今に伝え，この地域での有名な観光地となってい
る．洞窟の外壁に彫られた石仏（表紙写真）は風雨により浸食
されてしまっているが，そのおかげで斜交層理がはっきりと確
認できる（IGCP608第１回国際シンポジウム巡検案内書より）．
石窟へ向かう道路はあるが，路面状態は良くないのでアクセ

スには苦労する．ただ，それに見合うだけの地質学的，文化的
価値は十分にある．インドには各地に石窟が残されており，洞
窟を形作る岩石の地質学的時間と仏教芸術に思いをはせるのも
良いだろう．

バック石窟群全景

バック石窟群

マディヤ・
　　プラデーシュ州

ニューデリー

表紙紹介

悠久の祈りの場－バック石窟群
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今年度の財政見通しについて報告され

た．年会収支は若干の黒字になる見込み．

２）行事委員会報告（星理事　書面報告）

行事委員の交代が報告されたほか，仙台

大会の反省点の取りまとめ，来年のJpGU

大会の本会関連セッションの提案，鹿児島

大会の準備状況，IGCP608「白亜紀のアジ

アー西太平洋地域の生態系システムと環境

変動」（代表　安藤理事）などについて報

告された．

３）Island Arc 編集委員会報告（代　山路

理事）

順調な出版状況であること，2014年４月

よりexecutive editorが原英俊会員から板

木拓也会員に交代することが報告された．

４）125周年事業準備委員会報告（宮下理事）

５）各賞選考委員会報告（永広理事）

・各賞の推薦応募は11月末日で締め切られ応

募数は以下の通りであった．

学会賞　５件　　国際賞　１件　　小澤賞

３件　　研究奨励賞　６件（２件重複あり，

対象者５名） 論文賞　５件　　小藤文次

郎賞　２件　　学会表彰　２件（対象者重

複につき，１名）

・学会賞・国際賞・小澤賞の選考のため，各

賞選考検討委員会の設置が報告された．

６）代議員選挙結果報告（選挙管理委員会，

代　斎藤常務理事）

・現在会長・副会長への意向投票中，理事の

選挙告示１/15，立候補受付１/20～２/７

７）環境地質部会報告（田村理事）

環境地質部会が共催した研修会やシンポ

ジウムについて報告された．

４．その他

１）大韓地質学会招待訪問報告（石渡会長）

２）2015年信州大会の会場について（保柳理

事）

会場として予定していた共通教育棟が工

事で使用できないために，LOCで信州大

学内を中心に他の会場を検討していること

が報告された．

審議事項

（以下の議事は松田理事会議長により進行）

１．鉱物資源部会の設立について（松田理事

会議長）

鉱物資源部会（代表発起人　加藤泰浩会員）

の設立趣意書と規則について説明があり，拍

手により設立が承認された．

２．名誉会員推薦委員会，理事会推薦委員1

名の選出について．（斎藤常務理事）

階層別委員候補者４名（官公庁　栗本史雄

会員，小中高教員　小尾靖会員，会社　松浦

一樹会員，大学　竹内誠会員）が提案され，

拍手により承認された．

理事会推薦委員として宮下理事を選出し，

拍手により承認された．

３．口絵の規定変更にともなう地質学雑誌投

稿編集規則の改正（山路理事）

一般社団法人日本地質学会の議事録を掲載

しています．

日本地質学会2013年度
第３回理事会議事録

日　時：2013年12月７日（土） 13:30-16:50

会　場：北とぴあ　901会議室（東京都北区

王子１-１）

出席役員　理事（29名）：天野一男（16時出）

安藤寿男　石渡　明　伊藤谷生（15時20

分退） 市川八州夫　ウォリス・サイモ

ン（16時半退） 永広昌之　川端清司

川辺文久（３時出） 坂口有人　斎藤

眞　柴　正博　高木秀雄　高橋正樹　田

村嘉之　内藤一樹　中澤　努　西　弘嗣

久田健一郎　平田大二　藤本光一郎　保

柳康一　松田達生　松田博貴　宮下純夫

村田明広　山本高司　山路　敦　渡部芳

夫（３時退）

欠席役員　理事（21名）：伊藤　慎　井龍康

文　太田泰弘　大津　直　小山内康人

狩野彰宏　笠間友博　清川昌一　小嶋

智　佐々木和彦　芝川明義　竹内　誠

竹下　徹　藤林紀枝　星　博幸　宮田隆

夫　向山　栄　矢島道子　山口耕生　山

田泰広　脇田浩二

監事（２名）：青野道夫　山本正司

その他出席者　事務局：橋辺

＊成立要件：理事総数50名の過半数26名

本日の出席者　開会時26名，審議開始時

26名，休憩後再開時　27名，終了時26名で

本理事会は成立．

＊議決：出席者の過半数15名

＊書記２名の選出：市川八州夫・藤本光一郎

報告事項

１．理事会メール審議（2013/10/25）議決事

項の確認，議長より報告

１）地球全史スーパー年表（著者：清川昌

一・伊藤孝・池原実・尾上哲治）の刊行に

ついて

岩波書店から，地質学会監修で出版する

ことを全員一致で承認．

２．執行理事会報告

１）９月理事会以降，10月，11月執行理事会

要点ほか（斎藤常務理事）

執行理事会議事録の要点が報告されたほ

か，地質学雑誌担当の山路理事から，特集

号の提案が少なく受理原稿が減少しつつあ

ることが報告され，改善が必要であると報

告された．

３．理事および委員会等報告

１）運営財政部会報告（西理事・山本理事）

口絵の説明内容に新規性は必須ではないと

いうことを明確化するための改正案が提案さ

れ，拍手により承認された．

４．国立公園地質リーフレットシリーズ，富

士山・青木ヶ原たんけんマップの出版につい

て（保柳理事）

保柳理事より，校了としたが，体裁面に関

する執行理事会からの意見を受けて改めて修

正を要請するとの報告があり，その提出を受

けてメール審議もしくは４月の理事会で審議

することとされた．なお，著者の一人高橋理

事から,対象となる読者を想定した結果，現状

の仕上がりになっているとの説明があった.

５．来年度の事業計画基本方針（案）につい

て（石渡会長）

今年度の総括とそれに基づく来年度の事業

計画基本方針案が報告された．ジオルジュを

核とした広報活動や「地学基礎」の開講のた

めの地学教員の採用増などについて質疑が行

なわれた．既往出版のジオルジュをまとめた

本の出版や，ジオルジュの読者が伸びていな

いことから，読者拡大や定価についての意見

があった．

６．125周年記念行事についての検討（宮下

理事）

準備委員会で検討されたスケジュール案が

報告された．2014年総会で具体的な基本方針

を確立することを目指していく．通常の総

会・年会と記念式典の実施のタイミングを早

急に検討すべきであると指摘された．

７．総会の日程の決定

2014年５月24日（土）に総会を開催するこ

とを決定し，拍手により承認された．

以上

2013年１月15日

（以下　理事氏名略）

2013年度
第７回執行理事会議事録

期　日：2013年12月７日（土）10:00～12:30

場　所：北とぴあ　901会議室

出席者：石渡会長　ウォリス副会長　渡部副

会長　齋藤常務理事　高木　内藤　中澤

西　保柳　松田　山路　山本　松田議長

久田副議長（事務局）橋辺

欠席者（委任状提出，未記入議場委任）：伊

藤　平田　坂口　星　山口　井龍

＊定足数（12，委任状含む）に対し，出席者

12名，委任状６名，合計18名の出席．

＊前回議事録を承認した．

学　会　記　事
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地質学会の将来問題を検討するシンポジウ

ムを行う（中期ビジョン検討委員会の検討も

踏まえて）

６．2015年信州大会の会場について（保柳）

松本では会場が分散し，やや厳しいが，や

れないことはなさそう，とLOCから報告さ

れた．今後の手続きとしては，さらに工学部

での可能性を調べる（LOCで），中部支部と

して他大学での開催の可能性も検討してもら

うこととした．

７．理事会の議案確認

８．その他

１）電子出版「ジオパークを楽しく」の価格

について

この件は，坂口理事に一任し，著者の了

解を取って出版を早急に進めることとす

る．

２）「共立スマートライブラリー」の出版企

画の協力要請について，共立出版㈱の横田

穂波氏が来訪し，説明を受ける．

本企画は科学全体を網羅したもので，地

質学会として地学関係の企画・立案の協力

を得たいとのこと．企画としては，トピッ

ク的テーマ・先端的テーマ・従来からの

テーマなど，どのようなものでもよく，い

まのところ地学関係から４～５テーマ程度

を考えているとのこと．出版はそれほど急

いでいるものではない．

学会としては，以上の要請を受け，理事

会で議論を進めることとする．地質学会と

しては，できそうなテーマをたくさんあげ，

最終的な採否の調整を共立とともに検討し

て決めるという段取りを踏む．

蠡 報告事項

（1）全体的報告

１．第49回東・東南アジア地球科学研究計画

調整委員会（CCOP）の年次総会の報告資

料を回覧．

（2）運営財政部会：総務委員会（西・山本）

＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞

１．公社）日本アイソトープ協会より，第51

回アイソトープ・放射線研究発表会の共催

申し入れを承諾．運営委員として，前回に

続き山口耕生理事（本人承諾）を推薦．

２．環境地質部会より共催報告：第２回人口

地層と地質汚染国際シンポジウム（主催

IUGS-GEM日本支部，IUGS-GEM人口地層

と地質汚染WG，山形大学）12/１-12/４

３．高校生科学技術チャレンジISEC2013最

終審査会・表彰式の案内（12/７-８）→欠

席返事

４．三菱財団平成26年度助成金公募（2014/

１/７-２/４）→geo-flash，HP，Newsに

掲載

５．日本水環境学会より第59回セミナー「水

道水源の新たな水質危機と対応の最新動

向」（2014/02/03）の案内→geo-flash，HP,

Newsに掲載

６．シンポジウム「海底下の炭化水素資源・

炭素循環と地球生命工学」（世話人：稲垣

蠢 審議事項

１．各賞選考委員会各賞選考検討委員（10名

程度）の推薦

指定委員

前・現会長：宮下純夫　石渡明

過去３年間の学会賞受賞者：岩森光　木村

学　井龍康文　乙藤洋一郎

地質学雑誌　前・現編集委員長：小嶋智

山路敦

IAR 前・現編集委員長：（井龍康文）

前川寛和　伊藤慎　海野進

＊執行理事会推薦　専門を考慮して若干名選

出

（その後，下記２名の方に依頼し快諾を得

た）

竹村厚司（兵庫教育），竹村惠二（京都）

２．名誉会員推薦委員会階層別委員候補者の

選出

・階層別委員候補者４名は，前年に引き続き

以下の方々に承諾を得たので，理事会に諮

ることとした．

官公庁：栗本史雄（産総研），小中校教

員：小尾　靖（相模原青陵高），会社

：松浦一樹（ダイヤコンサルタント），

大学：竹内　誠（名大）

今後２年任期にするよう規約を変更するこ

とも検討する．

・理事会推薦委員１名：理事会にて選出

・職責委員（各支部長）７名

竹下　徹，川辺孝幸，伊藤谷生，原山　智，

宮田隆夫，石田啓祐，小林哲夫

３．国立公園地質リーフレットシリーズ，富士

山・青木ヶ原たんけんマップの出版（保柳）

2013年３月12日に提出された「富士山・青

木ヶ原溶岩―樹海にかくされた溶岩のひみつ

をさぐる―」（小尾　靖，鈴木邦夫，高橋正樹，

矢島道子）について，２名の査読者（三宅康

幸会員，大野希一会員）により７月より査読

がおこなわれ，11月20日に修正提出された原

稿について企画出版委員会として出版可能な

原稿に仕上がったと12月４日に判断した．

大野会員からは，より抜本的な修正要求も

あったが，企画出版委員会としては，概ねの

修正はされたとして，これで進めることにし

た．出版するということで，理事会の議題と

するが，執行理事会としては以下の意見をつ

けて，理事会審議に付す．著者らにはこれら

の意見をつけて改善を要求する．

「探検マップのテーマに沿って，富士山の

写真にすべき．ハワイの写真の方が多いのは

問題．ハワイのガイドではない．ハワイのよ

うな物が富士山で見られるような誤解を与え

る．マップの場所がわかりづらい．スコリア

の積み重なりなど富士山で見られるものにす

べき，用語解説も富士山を主に，ハワイを従

にする，場所をわかりやすくする」

４．来年度の事業計画基本方針（案）について

会長案に対し執行理事会の修正を加えた案

を元に，理事会で審議．

５．総会の出席率を高めるための催しの検討

（斎藤理事）

史生ほか）2014/01/24の案内→geo-flash，

HP，Newsに掲載

＜会員＞

１．今月の入会者（３名）

正会員（１名）：筬島聖二（2014年度から

入会）

正（院割）会員（２名）：坂野愼一，細野

貴裕（２人とも2013年度から入会）

２．今月の退会者

なし

３．今月の逝去者（正会員　７名）

小針弘通（逝去日：2005年６月18日）

南里宗弘（ 〃　：2011年６月15日）

大庭　昇（ 〃　：2013年６月26日）

西澤徳雄（ 〃　：2013年８月７日）

４．2013年11月末日会員数

賛助：27 名誉：67 正会員：3903（正会

員：3689，正（院割）会員：196，正

（学部割）会員：18）合計3997（昨年

比－89）

＜会計＞

・2013年度11月までの収支報告

・学術著作権協会より2013年度複写使用料の

分配使用料78,072円が送付された．

・鹿児島大会巡検旅行見積りの確認．旅行委

託先は，現地実行委員会に任せることとし

た．

（3）広報部会：広報委員会（内藤・松田）

・ジオルジュ2013年後期号を刊行，誤字，脱

字があるので，今後気をつける．

・「地質学者に答えてもらおう」，の回答が

滞っているので，早急に進める．

（4）学術研究部会：行事委員会（星）

審議事項の通り

（5）学術研究部会：国際交流委員会（井龍）

（6）編集出版部会：地質学雑誌編集委員会

（山路）

１）編集状況報告（12月３日現在）．

・2013年度投稿論文　総数73編［論説36（和

文35 英文１）・総説８（和文８）・報告

５（和文５）・ノート２（和文２）・討論

２・口絵８（和文７，英文１）・巡検案内

書12］

査読中 25編

受理済み２編

・119巻12月号：論説３，ノート１（計約55

頁　校正中）

・新規特集号１件の申込を受付けた．間もな

く投稿開始予定．

タイトル：「地層処分と地球科学（仮題）」

世話人：吉田英一（名大）・高橋正樹（日

大）・梅田浩司（原子力研）・渡部芳夫

（産総研）

（7）編集出版部会：Island Arc編集委員会

（伊藤）

・編集状況報告

・2014年度より編集副委員長の交代（現　原

英俊　→　新　板木拓也，新年度より）

（8）編集出版部会：企画出版委員会（山

口・保柳）

・富士・青木ヶ原たんけんマップの校閲終



に，投稿編集出版規則を改正する方向で規

則案を練り，４月理事会への提案を目指す．

２．富士・青木ヶ原たんけんマップの追加検

討事項の確認（保柳）

理事会でのコメントに対する修正済み，

イラストのリライトを菅谷恭子氏（HP地

質漫画担当，ジオルジュさし絵担当）に依

頼．イラストの完成を待って，今年度中に

印刷予定．

理事会での承認は，現在作業中の最終的

なレイアウトができた段階でメール審議と

する．

３．地質学会ロゴマークの使用規定について

（内藤理事）

使用規則（案）を検討した．使用の範囲

等を再検討し，３月執行理事会でチェック

し，４月理事会への提案を目指す．商標登

録する．

４．2015年信州大会会場及び日程について

（保柳理事・星理事）

改修工事のため，予定した松本キャンパ

スでの実施は困難になった．工学部（長野

市）は使用可能（９/19-21）を確認．工学

部にするか別途会場にするか，大至急

LOCに検討を依頼した．

５．山田科学振興財団研究援助への応募（３

件）について

３件の応募を検討し，一部申請書の追加

修正を助言することとして，承認した．

６．来年度の事業計画基本方針（案）修正検

討について（石渡会長）

内容の一部について実情を確認したうえ

で修正加筆を施し，４月の理事会で承認．

７．総会の出席率を高める催しの検討，関連

行事のスケジュール（斎藤常務）

フォトコン表彰を午前に，シンポ「地質

学トップセミナー」（仮称）（２時間程度）

を午後に開催．シンポは幅広い分野から４

本程度（各20分）の講演を行ってもらう．

以下のような日程構成とする．

午前中：2013年度：執行理事会・フォト

コン表彰式

昼休み

午後：シンポジウム・総会・2014年度理

事会

８．「共立スマートライブラリー」の出版企

画にたいする，対応担当窓口，内容の検討

手順について．

企画出版部会に対して，早急に担当者を

決めるよう依頼し，次回執行理事会までに

決める．

９．杉並区立科学館廃止（27年度末）問題へ

の対応（高木理事）

要望（案）の文面を再検討した上で，会

長名で区長宛に科学館事業の継続を要望す

る．継続が困難な場合でも設備，器具，標

本等を有効・適切に活用できる場の確保を

要望する．パブコメ受付け中の２月20日ま

でに提出する．

10．2015年地惑連合大会におけるGSAとの

共催について（石渡会長）

了，理事会に対し出版の提案をする．

・国立公園地質リーフレットたんけんシリー

ズ「長瀞たんけんマップ」（代表　高木秀

雄）の企画書が11月20日付けで提出された．

企画については了承された．原稿はまだで

ていない．

・電子出版「ジオパークを楽しく」の出版準

備が整い，販売価格が決まればすぐにもキ

ンドルブックに掲載可能．

（9）社会貢献部会（高木・平田・中澤・保柳）

・2013年秋季地質調査研修会（11/18-22，講

師　徳橋秀一・副　納谷友規）は，参加者

６名で無事終了した．

（10）ジオパーク支援委員会（高木）

（11）地学オリンピック支援委員会（平田）

・12月15日に実施予定の「第６回日本地学オ

リンピック予選」に，昨年の1011名を大幅

に上回る1689名の応募があった．背景には，

地学基礎開始の影響，全国の高校の地学の

先生をはじめとする地学関係者のご助力，

三重県での2016年日本大会開催が大きく作

用したのではないかと考えられる．

・日本地学オリンピック予選実施に際して，

大学や博物館の会員には地区コーディネー

ターとして広報や試験監督業務など，高校

や中学の教員の会員には会場校の引きう

け，生徒への応募を呼び掛けしてもらって

いる．

以上　

2014年２月１日

一般社団法人日本地質学会執行理事会

会　長（代表理事）石渡　明

署名人　執行理事　斎藤　眞

2013年度
第８回執行理事会議事録

期　日：2014年２月１日（土）13:00～17:50

場　所：地質学会事務局

出席者：石渡会長　ウォリス副会長　渡部副

会長　齋藤常務理事　伊藤（15時半退出）

井龍　高木　内藤　中澤　西　星　保柳

（17時退出） 松田　山路　山本（事務

局）橋辺

欠席者（委任状提出，未記入議場委任）：坂

口　平田　山口

＊定足数（12，委任状含む）に対し，出席者

15名，委任状　３名，合計18名の出席．

＊前回議事録の確認　異議なく確認された．

蠢 審議事項

１．論文のカテゴリー増設などに伴う，地質

学雑誌投稿編集出版規則の改正について

（山路理事）

「講座」新設，第三外国語の取扱い明確

化，ネット情報の引用解禁などを含むよう

共催実現の場合，地質学会は主に巡検立

案・実施と案内書作成を行うことになる．

11．その他

１）電子出版「地学を楽しく！」を他の出版

社から冊子版で出版希望の件．

現在はKindleから出ている．著者に詳し

い要望を聞く．学会の立場も説明する．

２）堆積学会より，「2014 Distinguished

International Lecture for The Geological

Society of America（GSA）」に選出され

たユタ大学のMajorie Chan教授の講演会

について，共催の申し入れがあった．講演

会は５月９日（東京），11日（京都）に開

催予定．（伊藤理事）

共催を承諾し，経費の一部支出を承認．

額は未定．「地質の日」にちなんだ共催行

事に位置づけたい旨を堆積学会に伝える．

蠡 報告事項

（1）全体的報告

１．選挙管理委員会より，会長・副会長立候

補意思表明者への投票による意向調査結果

報告を受けた．引き続いて，理事選挙の告

示がされた．

２．矢島委員より，自然史連合による一般向

け自然史書籍出版当初の予定はなくなり，

改めて誠文堂新光社から「子供の科学」90

周年にからめて小学校低学年向けの自然科

学書を出版する予定．現在365のテーマを

募集中．地質学会会員からの分を整理して

提案することになる．

（2）運営財政部会：総務委員会（西・山本）

＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞

１．消防庁消防技術政策室より，「消防防災

科学技術研究推進制度」平成26年度研究開

発課題の公募案内→募集期間１/６-２/７，

消防庁の指定テーマによるもの→geo-

flash，HPに掲載．

２．地球化学会よりゴールドシュミット会議

2016（横浜市，国内組織委員長　益田晴恵）

の共催依頼があり，承諾した．費用負担なし．

３．奥出雲多根自然博物館での，地質学会の

第３・４回フォトコンテスト入選作品展示

会開催にあたり，地質学会との共催申し入

れがあり，承諾した．

４．地学オリンピック日本委員会から地学オ

リンピックならびに2016年国際地学オリン

ピックの広報活動の一環として，地学オリ

ンピックのキャラクターデザインを中高生

から募集するコンテストを催すにあたり，

地質学会に共催の申し入れがあり承諾した．

今後，共同主催者として地質学会は，

“ちーとも”，地学教育委員会などを利用し，

中高生に向けての広報活動，また地学オリ

ンピック支援委員会にも共催の旨を報告

し，同委員会を通じて具体的な協力をして

ゆくことになる．

５．糸魚川ジオパーク協議会では，同ジオ

パーク地域を対象とする学生・若手研究者

に学術調査，研究を支援する助成金（１件

20万円）制度を予定している．正式な応募
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リーでのフォトコン入賞写真展の計画があ

り，同協会との共催を申し入れる．

・「地質学者に答えてもらおう」への回答に

ついて数点未回答．早めに対応．

・英語版HP整備を発注する．

（4）学術研究部会：行事委員会（星）

１）学術大会巡検の協賛

昨年の仙台大会と同様に，今年の鹿児島

大会でも巡検協賛を関連学協会に依頼す

る．

２）鹿児島大会の準備状況

・巡検案内書の原稿は１月末締切だが，投稿

されたのは半数程度．案内書編集委員長を

中心にうまく進めてもらう．津波国際シン

ポの巡検のガイドも収録する．

・トピックセッションの募集を開始した．

・鉱物資源部会（新設）が責任母体となるレ

ギュラーセッションを立ち上げる予定．

（5）学術研究部会：国際交流委員会（井龍）

１）学術会議23期連携会員（６名以内）の推

薦依頼があり推薦した．ただし，同会議の

要請により推薦者の氏名等は公表しない．

２）ロンドン地質学会と共同の津波シンポジ

ウムについて（ウォリス副会長）

・第１回　鹿児島大会

シンポの援助金として5,000 GBP（800,000

円）獲得．招待者費用に充てる．

シンポ後の巡検に必要な発掘作業の援助も

企業へ問い合わせ中

巡検は静岡，房総方面を予定．

津波巡検案内書の準備状況

・第２回　ロンドン（2015年９月25日予定）

援助金獲得についてなど

（6）編集出版部会：地質学雑誌編集委員会

（山路）

１）編集状況報告（１月30日現在）．

・2013年投稿論文　総数73編［論説38（和文

37 英文１）・総説８（和文８）・報告６

（和文５　英文１）・ノート２（和文

２）・討論２・口絵８（和文７，英文

１）・巡検案内書12］

・2014年投稿論文　総数５編［論説４（和文

４）・報告１（和文１）］

・査読中 22編　受理済み １編

・120巻１月号：論説３，口絵１（計36頁１

/28発送）

・120巻２月号：論説３，口絵１（計約50頁

校正中）

開始は4月下旬からの予定であるが，News，

geo-flash等で広報開始．

６．静岡県より平成27年新設の県立博物館

「ふじのくに地球環境史ミュージアム（仮

称）」の研究職員３名の募集（環境史，地

質・岩石・地震，生命・昆虫）案内→

geo-flash，HPに掲載．

７．総合資源エネルギー調査会 電力・ガス

事業分科会 原子力小委員会 地層処分技術

WGより「地層処分の技術的信頼性に関す

る意見募集」（期間１/24-２/24）の案内

→geo-flash，HPにて広報

８．名称変更挨拶：連合加盟学会，「大気化

学研究会」は2014年１月１日より「日本大

気化学会」（会長今村隆史）に名称を変更

した．

９．水環境学会年会（３月17日-19日，仙台）

のお知らせ→News誌，geo-flash，HPに掲

載

10．第39回リモートセンシングシンポジウム

（11/15）協賛御礼

＜会員＞

１．今月の入会者（７名）

正会員（２名）：中満隆博，谷本良治

正（院割）会員（３名）：2013年度から入

会（２名）間宮隆裕，三宅優佳

2014年度から入会（１名）安藤卓人

正（学割）会員（２名）：2013年度から入

会　秋山大地，木村祐太

２．今月の退会者（正会員　３名）

山田真也，野間恵理子，池田友里恵

３．今月の逝去者（正会員　１名）

北川芳男（2013年12月９日）

４．2014年１月末日会員数

賛助：27 名誉：66 正会員：3901（正会

員：3685，正（院割）会員：198，正

（学部割）会員：18）合計3994（昨年

比－85）

＜会計＞

・2014年度予算案の方針，各事業部会から来

年度予算案についての要望提出を要請．

（3）広報部会：広報委員会（内藤・松田）

・ジオルジュライターとして久松和恵氏（非

会員，JAMSTEC）・山田健太郎氏（会員，

東大総合文化研究科）が加わった．

・フォトコンの応募，１/31〆切　応募数294

件．３/１に審査会．

・財）東京都公園協会の日比谷公園ギャラ

２）特集号の状況

「ジュラ系＋」（世話人：松岡　篤ほか）

：2013.12.18査読開始．概ね初回査読が終

了，修正中．

「地層処分と地球科学（仮題）」（世話人：

吉田英一ほか）：昨年12月初旬に特集号の

申込を受付けたが，各原稿の投稿状況が芳

しくない（２/９編）．世話人を通じ著者へ

投稿を促すよう連絡予定．

３）論文カテゴリーに「講座」を設けることを

検討し，規則の変更を提案することとした．

（7）編集出版部会：Island Arc編集委員会

（伊藤）

・編集状況

（8）編集出版部会：企画出版委員会（山

口・保柳）

・電子出版「地学を楽しく」キンドルブック

に掲載．代表者の吉田氏より他の出版社よ

り冊子版として発行したい旨連絡あり．→

審議事項へ

・岩波書店「地球全史スーパー年表」が解説，

年表ともおおよそ校正が終わり，２月中に

発行．

（9）社会貢献部会（高木・平田・中澤・保柳）

・2014年度地質の日のイベントについて，応

用地質学会と共催の事業として準備中．江

東区の地盤沈下観察などを検討中．５/10

予定．

・春季研修会開催日程などの予定，2014年度

も春季，秋季とも開催したい．

（10）ジオパーク支援委員会（高木）

特になし

（11）地学オリンピック支援委員会（平田）

・１/11に委員会を開催．地学オリンピック

日本委員会に対し，地学オリンピックの

キャラクターデザインを，中・高校生から

募集することを地質学会との共催で実施す

ることを提案．

（12）中期ビジョン委員会

・メールで意見交換中

・合宿する予定　４/14-16

（13）地質技術者教育委員会（山本）

CPDについて各支部に連絡．

2014年３月８日

一般社団法人日本地質学会執行理事会

会　長（代表理事）石渡　明

署名人　執行理事　斎藤　眞
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ご希望の方は代金を添えて本会事務局宛お申込みください．なお，２冊以上のお申込みにつきましては送料をお問い合わ
せください．
現金書留または郵便振替　00140－8－28067
40号以前の論集については，一部在庫がございます．院生・学生４割引，正会員２割引で販売しております．ご希望の方

は学会事務局までお問い合わせ下さい．No. 40以降の論集 : 院生・学生のみ２割引

地　質　学　論　集
第 40 号　中央構造線のネオテクトニクス―その意義と問題点―．岡田篤正ほか編，250pp., 1992年12月刊，会員頒価3,200円，

〒340円
第 42 号　西南日本の地殻形成と改変．小松正幸ほか編，357pp., 1993年４月刊，会員頒価3,100円，〒340円
第 43 号　浅部マグマ溜りとその周辺現象の地球科学．村岡洋文ほか編，177pp., 1994年４月刊，会員頒価2,000円，〒340円
第 44 号　島弧火山岩の時空変遷．周藤賢治ほか編，335pp., 1995年11月刊，会員頒価2,800円，〒340円
第 45 号　シーケンス層序学―新しい地層観を目指して．斎藤文紀ほか編，249pp., 1995年８月刊，会員頒価2,500円，〒340

円（売り切れました）
第 46 号　火山活動のモデル化．佐藤博明ほか編，162pp., 1996年９月刊，会員頒価 1,900円，〒290円
第 47 号　日高地殻―マントル系のマグマ活動．荒井章司ほか編，323pp., 1997年４月刊，会員頒価3,000円，〒340円
第 48 号　Cretaceous Environmental Change in East and South Asia （IGCP350） Contributions from Japan―　岡田博有

ほか編，188pp.，1997年６月刊，会員頒価 2,100円，〒340円
第 49 号　21世紀を担う地質学．新妻信明ほか編，232pp.，1998年３月刊，会員頒価 2,500円，〒340円
第 50 号　構造地質　特別号―21世紀の構造地質学にむけて―．狩野謙一ほか編， 263pp.，1998年７月刊，会員頒価2,500円，

〒340円
第 51 号　地震と地盤災害―1995年兵庫県南部地震の教訓―．岡田博有ほか編， 162pp.，1998年３月刊，会員頒価3,000円，

〒340円
第 52 号　オフィオライトと付加体テクトニクス．宮下純夫ほか編，316pp.，カラー 10pp.，1999年９月刊，会員頒価3,000円，

〒340円
第 53 号　本州弧下部地殻と珪長質マグマの生成・活動システム．加々美寛雄ほか編，401pp.，1999年11月刊，会員頒価3,900

円，〒450円．
第 54 号　タフォノミーと堆積過程―化石層からの情報解読―小笠原憲四郎ほか編，197pp.，1999年12月刊，会員頒価2,900

円，〒340円．
第 55 号　ジュラ紀付加体の起源と形成過程．木村克己ほか編，221pp.，2000年１月刊，会員頒価2,800円，〒340円．

（売り切れました）
第 56 号　古領家帯と黒瀬川帯の構成要素と改変過程．高木秀雄ほか編，253pp., 2000年３月刊，会員頒価2,900円，〒340円．
第 57 号　砕屑岩組成と堆積・造構環境．公文富士夫ほか編，240pp., 2000年９月刊，会員頒価2,800円，〒340円．
第 58 号　地震イベント堆積物―深海底から陸上までのコネクション―藤原　治ほか編，169pp., 2004年12月刊，会員頒価

2,900円，〒340円．
第 59 号　沖積層研究の新展開　井内美郎ほか編，212pp.，2006年５月刊，会員頒価2,400円，〒340円．

リーフレットシリーズ
大地の動きを知ろう―地震・活断層・地震災害―　1995年４月発行　会員価格200円（非会員300円）
大地のいたみを感じよう―地質汚染Geo－Pollutions 1997年２月発行　会員価格 200円（非会員300円）
大地をめぐる水―水環境と地質環境―　2001年５月発行　会員価格300円（非会員400円）
日本列島と地質環境の長期安定性　2011年発行　会員価格500円（非会員600円）

国立公園地質リーフレットたんけんシリーズ（20部以上購入の場合割引あり）
１．箱根火山たんけんマップ―今、生きている火山　2007年５月発行　会員価格300円
２．屋久島地質たんけんマップ―洋上アルプスは不思議な地質がいっぱい―　2009年３月発行　会員価格300円
３．城ヶ島たんけんマップ―深海から生まれた城ヶ島―　2010年９月発行　会員価格300円

国立公園地質リーフレットシリーズ
１．箱根火山　2007年７月発行　会員価格1,000円（20部以上購入の場合割引あり）

下敷き : 「干渉色図表」・「偏光顕微鏡による鉱物鑑定表」（英語版）１枚200円（非会員300円）

講演要旨集ほか
第118年見学旅行案内書（2011年水戸） 会員頒価2,800円，〒500円
第117年学術大会講演要旨（2010年富山） 会員頒価4,000円，〒500円
第117年見学旅行案内書（2010年富山） 会員頒価2,800円，〒500円
第116年見学旅行案内書（2009年岡山） 会員頒価2,800円，〒500円
第115年見学旅行案内書（2008年秋田） 会員頒価2,500円，〒500円
第114年学術大会講演要旨（2007年札幌） 会員頒価4,000円，〒500円
※このほか，大会講演要旨は，2002年新潟，2003年静岡，2004年千葉，2006年高知．見学旅行案内書は，2004年千葉，
2005年京都に残部があります．

フィールドノート：学会オリジナル．12×19cm．ハードカバー．レインガード使用　会員頒価１冊500円．

出　版　物　在　庫　案　内
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場所：国士舘大学世田谷キャンパス

http://www.ajg.or.jp/

○日本海洋学会2014年度春季大会
３月26日（水）～30日（日）

場所：東京海洋大学

https://www.jp-c.jp/jos/2014SM/

月　April
○日本地球惑星科学連合2014年大会
４月28日（月）～５月２日（金）

場所：パシフィコ横浜会議センター（横浜市

西区みなとみらい）

http://www.jpgu.org/

月　May
○第６回国際レルゾライト会議
５月４日（日）～14日（木）

開催場所：Marrakech, Morocco

http://www.gm.univ-montp2.fr/Lherzolite/

★街中ジオ散歩 in Tokyo（地質の日
行事）
「下町低地の地盤沈下と水とくらし」徒歩見

学会

５月10日（土）９:50～17:00 少雨決行（予定）

見学場所：東京都江東区清澄白河ほか

★2014年度地質調査研修
５月12日（月）～16日（金）４泊５日

場所：千葉県君津市及びその周辺

参加者募集中：４月11日（金）締切

詳しくは，

学会HP参照<http://www.geosociety.jp>

★一般社団法人日本地質学会第６回
（2014年度）総会
５月24日（土） 15:30～17:00

場所：北とぴあ（東京都北区王子）

・第５回惑星地球フォトコンテスト表彰式・

展示会

・日本地質学会シンポジウム「日本の地質

学：最近の発見と応用」も同日開催いたし

ます．

★近畿支部地球科学講演会（地質の
日行事）
「プレートの沈み込みと国土形成－紀伊半島

南部のおいたちとジオパーク構想－」

５月25日（日）13:30-15:30

場所：大阪市立自然史博物館講堂

http://www.mus-nh.city.osaka.jp/

5

4

2014.３～

地球科学分野に関する研究会，学会，国

際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開

催場所をご案内致します．会員の皆様の情

報をお待ちしています．

★印は，日本地質学会行事．

2014年
月　March

★東北支部2012-2013年度総会・講
演会
３月１日（土）～２日（日）

場所：山形大学小白川キャンパス

問い合わせ：大友幸子

〈yukiko@e.yamagata-u.ac.jp〉

○海洋研究開発機構研究報告会
JAMSTEC2014
３月５日（水）13:00～17:30

場所：東京国際フォーラム（千代田区丸の内

３-５-１）

参加費無料

http://www.jamstec.go.jp/

☆北海道支部平成25年度総会
３月８日（土）14:00～16:00

場所：北海道大学理学部５号館

http://www.geosociety.jp/outline/content00

23.html

○日本堆積学会2014年山口大会
３月14日（金）～17日（月）

場所：山口大学吉田キャンパス

http://sediment.jp/04nennkai/2014/annai.html

○第48回日本水環境学会年会（2013
年度）
３月17日（月）～19日（水）

場所：東北大学川内北キャンパス

https://www.jswe.or.jp/index.html

○恐竜国際シンポジウム
３月21日（金・祝）～23日（日）

場所：福井県立大学・福井県立恐竜博物館

http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/ADA/

○日本地理学会2014年度春季大会
３月27日（木）～28日（金）

3

月　June
○地質学史懇話会
６月28日（土）13:30～17:00

場所：北とぴあ８階803号室

相原延光：お天気博士藤原咲平の生涯と地学

史における再評価（仮題）

加藤碵一：「地文学」と「地人論」考

月　July
○第51回 アイソトープ・放射線研究
発表会
７月７日（月）～９日（水）

会場：東京大学弥生講堂

http://www.jrias.or.jp/seminar/cat4/505.ht

ml

月　September
○国際鉱物学連合第21回総会
（IMA2014）
９月１日（月）～５日（金）

開催地：南アフリカ

http://www.ima2014.co.za/index.php/call-

for-abstracts

○IGCP608「白亜紀のアジア－西太
平洋地域の生態系システムと環境変
動」第２回国際シンポジウム
日本地質学会　共催

９月６日（土）～８日（月）（シンポジウム）

９月８日（月）～11日（木）（予定）（巡検）

場所：早稲田大学大隈講堂小講堂

http://igcp608.sci.ibaraki.ac.jp/

★日本地質学会第121年学術大会
９月13日（土）～15日（月・祝）

場所：鹿児島大学ほか

○第11回ゴンドワナからアジア国際
シンポジウム、国際ゴンドワナ研究
連合2014年会及び付属野外巡検
会議：９月19日～21日　巡検：22日～24日

場所：北京，China University of Geosciences

Beijing

http://www.iagrhomepage.com

○第31回歴史地震研究会（名古屋大
会）
９月20日（土）～22日（月）

場所：名古屋大学減災連携研究センタ－減災

ホール

講演申込締切：５月30日（金）

http://sakuya.ed.shizuoka.ac.jp/rzisin/menu

7.html

9
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一般社団法人日本地質学会第６回総会開催について

第6回総会を下記の次第により開催いたします．なお，議案については，4月5日の理事会において確定いたしますので，と

りあえず予定としてお知らせいたします．確定版は本誌4月号に掲載いたします．また，代議員にはダイレクトメールでご案

内いたします．

（一般社団法人日本地質学会　執行理事会）

2014年５月24（土） 15：30～17：00
会場　北とぴあ　第２研修室
（東京都北区王子 1 -11- 1 ）

総会議事次第

１．開会

２．議長選出

３．議案（予定）

第１号議案　定款変更について

第２号議案　2013年度事業報告・決算報告

第３号議案　代議員および理事選挙結果報告

第４号議案　2014年度事業計画

第５号議案　2014年度予算案

第６号議案　日本地質学会125周年事業の実施について

４．閉会

同日同会場にて下記の催しが予定されています．

第5回惑星地球フォトコンテスト表彰式・展示会
時間：11：00～12：00

日本地質学会シンポジウム「日本の地質学：最近の発見と応用」（本誌p.９参照）
時間：13：00～15：00

※これらの情報は，学会ホームページ，メールマガジン等で随時お知らせ致します．

１．定款20条により，本総会は役員ならびに代議員による総会となります． 代議員には，総会開催通知とともに総

会に必要な資料等を別途お送りいたします．ご都合で欠席される方は，定款28条第１項にもとづき，議決権行使

書および議決権の代理行使（委任状）などにより，総会に出席したものとして議決権を行使することができます．

２．正会員は，総会に陪席することができます．ただし，総会規則12条3項により，許可のない発言はできません．

申込・問い合わせ：一般社団法人  日本地質学会
　電話　03-5823-1150　FAX03-5823-1156   e-mail: main@geosociety.jp

広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内
　日本地質学会では広報誌「ジオルジュ」を発行しています
（年2回発行．定価250円）．　
　博物館・学校・研究機関などで，イベントでの配布物，友
の会へのプレミアグッズ,ストアなどでの販売物として，ジオ
ルジュを利用してみませんか．部数に応じて割引価格を設
定しておりますので，是非ご検討下さい．

【割引価格例】
　100部：20,000円（定価2割引）
　300部：52,500円（定価3割引） 
これ以外についてもご希望に応じてご相談承ります．

　毎号各地のジオパークの特集記事の掲載も企画してい
ます．ジオパークの広報の一環としてもご活用ください．

最新号（2014前期号）5月発行予定
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日本地質学会第120年学術大会（仙台大会）
プログラム

2013年9月14日（土）～16日（月・祝）
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